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取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょラ。 
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運転する前に 

運転するまでに必要となる操作、ごま意が説明してあります。 

運転ずるとをに 

走行、停止のちまや安全運転のち法び説明してあ0ます。 

室内装備の使い方 

室内装備を快適にご使用いただ<ための説明がしてあります。 

お手入れの仕方 

お車のお手入れ、；<ンテナンスに関するちまび説明して 
あ0ます。 

トラブルび起きた6 

故障やパンクしたときなど、万一のとをの対処に関する 
説明がしてあ0ます。 

車両仕様 

車の仕様やカスタマイズ機能に関する情報が記載して 
あ0ます。 

さ < し、ん 

本書に記載されている情報を五十音順などのちまで 
探すことができます。 
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:ナビゲーシヨンシステム装着車は別冊 「HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 


13 



















































イラスト目な 


インストルメントパネル 
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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
X :別冊 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 
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知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品しツ外のちのを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故をおこし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
0ます。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトの交換。 

異なった種類や指定し i (外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし。 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

雜フロントガラス、および運転席■助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼りつけないでください。視界を巧げるばかりではなく、 
違法改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


ほかの車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転をむびけて<だ 
さい。 

ミ酉気帯び運転は絶巧しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引き起こすおそれびあります。また、旧気をもよおす薬を飲 
んだとをち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用した D 、 装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。ノ V ンズフ U —し i (がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけなし等故により最悪 
の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 

お車におテさまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P . 94) をお読みください。 


[保話および点検について 


な証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています。） 
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本書の中の表おについて 


[警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあ0ます。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させた D するため必ずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確なでさない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し U がで知つておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


[イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません’’"このよラにしないでくださし V ’ "このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示ず矢印 

に>スイッチなどの操作（押す、まねすなど） 
をのしています。 

〇操作後の作動たび開くなど）を示して 
います。 
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1-1 .キーの取扱い 

キ— 


お客様へむ下のキーをお渡ししまず。 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

n 電モキー 


A 


皆 


A 


皆 


-スマートエント U —&スター 
トシステムの作動 （^ P . 22) 

-ワイヤレス機能の作動 
(一口. 32) 

且メカニカルキー 
且キーナンバープレート 


スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

n キー（ワイヤレス機能装着） 


ワイヤレス機能の作動 （^ P . 32) 


曰キー（ワイヤレス機能非装着) 
且キーナンバープレート 



I メカニカルキーを 使ラには （スマートエントリ ー &スタートシステム 装着車) 



方カ ニ カルキーを取り出す 

使用後は元に戻し、電子キーと一緒に 
携帯して < ださい。電子キーの電池び 
切れたとをやスマートエント U — & 
スタートシステムが正常に作動しな 
いとを、メカニカルキーが必要にな0 
ます。 UP . 321) 
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-1 .キーの取扱い 


白知識 

■キーナンバープレート 

車内し U 外のま全な場所（財布の中など）に保管<ださい。万ーキーを紛失した 
場合、トヨタ販売店でキーナンノ（一から新しいキーび作製でをます。 

(一 P ' 320) 

■航空機に柔るとをは 

航空機にワイヤレス機能装着キーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッ 
チを押さないでください。また、かばんなどにな管する場合でも、簡単にスイッ 
チび押されないよラにイ呆曽してください。スイッチび押されると電波び発信さ 
れ、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあ0ます。 


A ま意 

■ キーの故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、濡らした 
りしないで < ださい。 

•キーを 磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないでください。 

♦分解し ないでください。 
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1-2. ドアの開閉の仕ち、□ックの仕ち 

ス7— トエント U —& スター トシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯ずるだけで liTF の操作びおこなえま 
ず。（必ず運転者び携帯してください。） 



□ ドアの施錠-解錠（一 P . 23) 

0バックドアの施錠-解綻（一 P . 24) 
B エンジンの始動（一 P . 11 7) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













































































1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


ドアの解錠-施錠（フ□ント席ドア八ンドルのみ) 




八ンドルを握って解錠する 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
触れてください。 

施錠操作後3秒間は解錠でさません。 


□ックスイツチを押して施錠する 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


[バックドアの解綻-施錠 



バックドアオープンスイッチを巧 
して解錠する 

施綻操作後約3秒間は、解錠でさませ 
ん<。 


□ックスイツチを押して施錠する 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


アンテナの位置と作動範囲 



n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ 
且ラ ゲージルーム 内アンテナ 
□ ラ ゲージルーム 外アンテナ 


作動範囲（電子キーの検知エリア） 



ドアの施綻-解綻時 

各ドア八ンドルか日周囲約70 
cm 1；■(内で電子キーを携帯して 
いる場合に作動します。（電子 
キーを検知しているドア八ンド 
ルのみ作動します。） 

エンジン始動時または 
モード切り替え時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動しまず。 



吕已 










































































1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


口知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレス U モコンび正常に作動しない場合びあります。 

け4処方法 -^ P . 321) 

• 電子キーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

♦電モキーび、し U 下のよラな金属製のちのに接していたり、覆われたりしてい 
るとを 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル=迫を使用したたばこの箱 
-金属製の財布やかばん 
-ル銭 
-カイ □ 

- CD や DVD などのメディア 
♦複数の電子キーび近くにあるとを 

♦電子キーを、 Li (下のよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使用して 
いるとを 

-ほかの車の電子キーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端モ （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤガラスに金属を含むフイルムび貼ってあるとを 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


■節電機能 

電モキーの電池と車両のバッテ U —保護のため、しツ下の状況ではスマートエン 
卜1」一&スタートシステムを停止します。 

♦ 2 週間し i (上スマートエント U —&スタートシステムを使用しなかった 
♦車両の外約1 m しツ内に電子キーを10分な上放置した 

liTF のいずれかをおこなラと、スマートエント U — &スタートシステムび復帰 
します。 

• ドア八ンドル上のロックスイッチで施錠する 
♦ワイヤレス機能で施錠-解錠する（一 P. 32) 

♦ メカニカルキーで施錠-解錠する（一 P. 321) 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。レ P. 2白、 300) 

♦電子キーは常に電波を発信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。スマートエント U-& スタートシステムやワイヤレスリモコン 
び作動しなかった0作動範囲び狭<なったりする場合は、電池び消耗してい 
る可能性びあります。新しい電池に交換してください。（一 P. 2日 9) 

♦電池の着しい消耗を防ぐため、し:!下のよ5な磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子キーを置かないで<ださい。 

- TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 
合は電子キーを車両に近づけすざないよラにして<ださい。 

作動時の電子キーの位置や持ちちによっては、電子キーび正しく検巧されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 
込み防止機能び働かないことちあります。） 

■ご留意いただをたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検巧エ U ア内）にあってち、し:!下のよ5な場合は正 
しく作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近づをすぎ 
る、または地面の近<や高い場所にある場合 
-エンジン始動時またはモード切り替え時に電子キーびインストルメント 
パネル上やフロア上、パッケージトレイ上、またはグローブボックス内な 
どに置かれていた場合 

♦インストルメントバネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車がアンテナに検知されて車がからのド 
アロックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に開じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し U 外でち施錠- 
解綻でをます。 

♦車がでもドアガラスに近い位置に電テキーびあるとをは、エンジン始動び巧 
能になる場合びあります。 

♦洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の水びかかると、ドアび解錠すること 
びあります。（ドアの開閉操作びなければ約30秒後に自動的に施錠されま 
す。） 


♦手袋を装着していると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びあ D ま 
す。 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠をおこ 
なラと、スマートエント U-& スタートシステムによる解錠びでをなくなる 
ことびあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します。） 

♦まがアンテナの作動範囲内への急な接近やドア八ンドル操作では、解錠され 
ない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度元の位置にちどし、 
解綻されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 

■長期間運転しないときは 

盗難防止のため、電モキーを車両から2 m し i (上離しておいてください。 

■ 解錠操作のセキユリティ機首目 

解錯操作後、約30秒(内にドアを開けなかったとをはを難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故やを難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴っ 
たり、警告なび点なしたり、マルチインフォメーションディスプレイに警告び 
表示されることびあります。 

♦警告なび点灯した場合 

状況に応じて適切に対処してください。（一 P. 289) 

♦マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示された場合（オプティ 
トロンメーター装着車） 

ディスプレイの表示をもとに適切に対処してください。（一 P. 295) 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法はし i (下のよラになります。 


乾化な 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー" 

と2秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたま 
ま、スマートエント U —& 

スタートシステムでドアを 

施錠しよラとした 

車内から電子キーを取り出 
した後、再度施錠してくだ 
さい。 

車外から"ピー" 

と目0秒間鳴る 

"エンジンスタートストッ 
ブスイッチを日 FF にせず 

に、電テキーを外に持ち出 
してドアをスマートエント 

U —&スタートシステムで 

施錠しようとした 

"エンジンスタートストッ 
ブ’スイッチを OFF にした 
後、再度施錠してください。 

車外から"ピー" 

と10秒間鳴る 

いずれかのドアが開いてい 
るとさにスマートエント 

U —&スタートシステムで 

施錠しよラとした 

全ドアを閉めた後、再度施 
錠してください。 

車内から"ピー" 

と1回鳴る 

電テキーの電池の残量がか 
ない 

新しい電池と交換して<だ 
さい。 UP. 26目） 

車内から"ピー" 

と鳴り続ける 

(オートマチック 

車） 

シフトレバーを P じ1がの位 
置にしたまま、ドアを開け 
て外に出ようとした 

シフトレバーを P にしてく 

ださい。 

車内から"ピー、 
ピー"と鳴り続け 

る 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをアクセ 
ヴ1」ーモードにした（アク 
セヴ U —モードのとを運転 
席ドアを開いた） 

"エンジンスタートストッ 
ブ’スイッチを OFF にした 
後、運転席ドアを閉めて< 
ださい。 

運転席ドアが開いている状 
態で"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを日 FF に 

した 

運転席ドアを閉めて<ださ 
い。 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


■スマートエントリー&スタートシステムが正常に作動しないとさは 

♦ドア.バックドアの施錠、解錠（一 P . 321) 

♦エンジン始動（一 P . 321) 

■電池び切れたとさは 

一 P . 269 

■販売店で設定可能な機首目 

スマートエント1」一&スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをま 
す。（カスタマイズー覧 一 P . 34己） 


A 警告 

■電波び およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
かたは、車内アンテナ•車がアンテナから約22 cm (内に近づかないよラに 
してください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除 
細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。（一 P . 2己） 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し U 外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。詳しく 

はトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉の仕ち、□ックの仕ち 

ワイヤレス U モコン 


ドアを施錠-解綻できまず。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

n 全ドア施錠 
0全ドア解錠 


► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
且全ドア解錠 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


白知識 

■作動の合図 

ブヴー（スマートエント1」一&スタートシステム装着車）と非常点滅灯の点滅 
で朱日らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 
一 P' 2日 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
し U 下のよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近<にテレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備、電波 
式のオーディオ機器など電波を発生する電モ機器、大型ディスプレイびある 
とを 

♦無線機や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦複数のワイヤレスキーび近くにあるとを 
♦ワイヤレスキーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 
♦近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 
♦ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しよラとすると、フヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからも5—度施錠してください。 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


■電池の消耗について 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 
一 P' 27 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

電池の標準的な寿命は1〜2年です。（ワイヤレス機能を使用しなくてち電池 
は消耗します。）ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能 
性びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P. 2日 9) 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 
一 P' 29 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

解錯操作後、約30秒しツ内にドアを開けなかったとをはを難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

■電テキーび正常に働かないとさは（スマートエントリ ー& スタートシステム装 
着車） 

一口' 321 

■電池び切れたときは（スマートエントリー&スタートシステム非装着車） 

一 P. 269 

■販売店で設定可能な機首目 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧 一 P. 34己） 
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1-2. ドアの開閉の仕ち、□ックの仕ち 

ドア（フ□ントドア、 U ヤドア) 


スマートエントリ ー& スタートシステム*やワイヤレス機能、キー、 
ドア□ックスイッチを使って砲錠•解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム* 

一 P ' 23 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 32 

■キー 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施淀-解綻でさまず。（一 P . 32り 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


n 全ドア解錠 
且全ドア施錠 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 





3已 






















-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


□ックレバー 



n 施錠 
0解綻 

運転席ドアは、□ックレノ（一び施 
錠側になっていても、車内のドア 
レバーを引くと開け5れます。 


I キーを使わずに外側か5フ□ント席を砲錠ずるときは 

お M 1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる 

111^ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モードまたはイグ 
ニッシヨン ON モードのとさや車内に電モキーび放置されているとさは 
施錠されません。 

電子キーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施錠される場合びあ0ま 
す。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 
キーびエンジンスイッチに差してあるとさは施綻されません。 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


[チャイルド プ□テ クター 


施綻側にずると、 U ヤ席ドアび内 
側から開かな<な0まず 

お子さまび内側か日 U ヤ席ドアを開 
けないようにでをます。両側のI」ヤ席 
ドアを施錠側にしてください。 


曰知識 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車がのドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はし:!下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いちよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

とくに、運転席は□ックレバーび施錠側になっていてちドアび開くため、注意 
してください。 

♦お テさまを U ヤ席に柔せるとさは、チャイルドプ□テクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予期 
せめ動をにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉して 
<ださい。 


38 





1-2. ドアの開閉の仕ち、□ックの仕ち 

バックドア 


バックドアはむ下の方法で施綻-解綻および開けることができまず。 

■バックドアの施錠•解錠 

► ドア□ックスイッチ 
一 P ' 3已 

► スマートエント U — &スタートシステム* 

一 P ' 24 

► ワイヤレス機能 
一 P ' 32 

►キー 
一 P ' 3 已 

■バックドアの開けち 

n □ックを解除ずる 
曰引さ上げる 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




























-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


口知識 

■バックドアを閉めるときは 

バックドア八ンドルを持ってバックドアを 
引を下げ、必ず外から押して閉めてくださ 
い。 


■バックドアび開かないとさは 

バックドアを内側から開けることびでをます。 




マイナスドライバーと当て巧を使って力 
バーを取りはずす 


レバーを押す 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのにあたったり荷物び投げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
ります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 龍こパックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

♦ラ ゲージルームには 絶巧に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦ラ ゲージルームで おテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お テさまにバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いたり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだ D するお 
それびあります。 
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-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびありま 
す。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、ま全を確認し、動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてくだ 
さい。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

バックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびありま 
す。 

♦半開 状態で使巧すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。と<に傾斜した場所では、平坦な場 
所よりもバックドアの開閉びしにくく、 
急にバックドアび開いたり閉じたりする 
おそれびあります。必ずバックドアび全 
開で静止していることを確認して使用し 
てください。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよ5十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルを持っ 
たままバックドアを閉めると、手や腕を 
挟むおそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉の仕方、□ックの仕方 


A 警告 

♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないでください。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0ます。 

♦バック ドアにキャ1」アなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアび落 
下し、手•頭-首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセヴ1」一 
用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 


A ま意 

■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守 D ください。 

♦ビニール 片-ステッカー-粘着材などの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 

♦ ロッド部を軍手などで触れない 

参 バックドアにトヨタ純正品しツがのアクセ 
ヴ U —用品をつけない 

♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 
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1- 五シート、八ンドル、 S ラーの調整の仕ち 

フロントシート 



CTN13AE038 


D 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
曰シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さないで<ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害のおそれびありを険です。 

♦シー ト調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 

U ヤシ-卜 



U クライニング調整 

□ ックが確実に解除されるまで、 
ボタンを下に巧し込んでくださ 
し、。 


背らたれを前に倒ず 


I 前に倒ずまえに 



中央バックルを格納する 



4已 





















1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 



■前に倒ずときは 


シートベルトをガイドからはずず 
シートベルトをガイドか5はずさず 
に背ちたれを倒すと、ベルトび□ック 
される場合びあ0ます。 


□ック解除ボタンを押しなびら、 
背をたれを前方に倒ず 

□ックび確実に解除されるまで、ボタ 
ンを下に巧し込んでください。 


■ 背もたれを元の位置にちどすときは 




ベルトをシートとシート側面に挟 
まないよラ手に持ちなびら、□ッ 
クされるまで背をたれを元の位置 
にちどず。背ちたれび確実に□ッ 
クされたことを確認し、シートべ 
ルトをガイドに通ず 
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A 警告 

■リク ライニング調整について 

背ちたれは必要しツ上に倒さないでください。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害のおそれびありを険です。 

■背 もたれを元の位置にちどしたをは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦背 もたれを前後に軽くゆさぶり、確実に 
固定する 

背ちたれび確実に固定されていないとを 
は、□ック解除ボタンの後ちに赤色び見 
えます。赤色び見えていないことを確認 
してください。 

♦シー トベルトびシート下に挟み込まれていないか確認する 

♦シー トベルトを正しく装着するために、ベルトびガイドに通っていることを確 
認する 



-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕ち 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 

ベッドレスト 



D 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 


曰知識 


■へッドレストの取りはずし 



解除ボタンを押しなびら取りはずしま 
す。 



必ずへッドレストの中むび両耳のいちば 
ん上の辺りになるよ5調整してくださ 
し、 


■ リヤ席のへッドレストの使用について 


常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 
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A 警告 

■へッ ドレストについて 

じ(下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕ち 
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1- 五シート、パンドル、ミラーの調整の仕方 

シー トベルト 


ずべての乗員は走行前に必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用ずるには 



■着けち、はずしち 



• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかった0、肩か5はずれな 
いよラにして < ださい。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 
D 固定 

"カチッ"と音びするまで差し込み 
ます。 

0解除 

解除ボタンを巧します。 


已〇 









■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

D 解除ボタンを巧しなびら、ア 
ジャスターを下げる 
曰アジャスターを上げる 

"カチツ"と音びして固定されると 
ころまで動かして<ださい。 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 


前方から強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員巧束効果を確保しまず。 

前ちか日の衝撃び弱いとをや、横や後 
ろか日の衝撃のとをは作動しない場 
合びあ0ます。 




-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕ち 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 


曰知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停車や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒した D 、 ベ 
ルトをすばやく引を出しても□ックする場合びあります。一度ベルトを強く引 
いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■妊娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已 0) 

妊娠中のかたち、通常の着用の仕ちと同じ 
よラに、腰部べルトび腰骨のでをるだけな 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 



■おモさまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 日 4) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用の仕方にしたびってください。（一 P . 已 0) 


■シートベルトプリテンシヨナーについて 


シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕ち 


■リヤシート（が側席）をご使用になる場合 

シートベルトがガイドから外れていたら、 
ベルトをガイドに通してからシートベルト 
を着用してください。 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけがを避けるため、政下のことを必ずお守り<ださい。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■シー トベルトの着用について 

♦車に 乗るとさは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一つにつを一人で使用する 
おモさまでち一つのベルトを複数の人で使巧しない 

♦お テさまは U ヤ席に座らせてシートベルトを着用させるか、チャイルドシート 
を使用する 

♦シー トは必要しツ上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけない位置に密着させ着用する 

■おモ さまをのせるときは 

おモさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に卷をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちがせない場合は、八ヴ5な 
どでシートベルトを切断してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックル寄ま、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないでください。 

♦プレートび バックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して < ださい。ラま < 差し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店！;(がでしないでください。 

不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告なび点なします。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 




八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びみ定した5、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 


■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで < ださい。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

IA ンドル位置を調舊した後は 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、死こや重大な傷害につなびる 
よラな事故になるおそれがあります。 



已已 

























1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 

インナー5ラー 


後続車のライトがまぶしいとさは、レバーを操作して反射光を減少 
(防眩）でさまず。 



n 通常使用時 
曰防眩時 


[上下調壁のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる。 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死こにつなびるおそれびあります。 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 

ドア巧- 


スイツチで鏡面の角度を調壁できまず。 

S ラーを 選ぶ 

D 左 

0ち 


スイツチを操作して S ラーを上 
下左ち方向に調整ずる 

"上 

且ち 
B 下 
B 左 


[ ドア S ラーを格納ずるとさは 


ポタンを巧してドアミラーを格納 
する。 

ちう一度巧ずと、元の位置にちど0ま 
す。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整の仕方 


口知識 

■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ1」ーモード、またはイグ 
ニッシヨン ON モードのとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 

■5 ラーヒーター*について 

=ラーび曇ったとさは、=ラーヒーターを作動させて曇りを取ることびでをま 
す。（一 P . 1 94) 


A 警告 

■走行して いるとをは 

走行中はし:!下のことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、運転を誤0思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあります。 

♦= ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し<調整する 

■5 ラーび動いているとをは 

手を触れないで < ださい。 

手を挟んでけびをしたり、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■ S ラーヒーター*び作動しているとをは 

鏡面び熱<なるので触れないで<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







1-4. ドアガラス.ムーンルーフの開けち、巧め方 

パワーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさまず。 



n 閉める 

曰自動全閉（運転席のみ） X ’ 

0開ける 

□ 自動全開 （運転席のみ） X ’ 

途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


□ックスイッチ 



スイツチを巧して運転席じ(外のド 
アガラスを作動不可にずる 

おモさまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉めち 


口知識 

■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF (またはエンジンスイッチ" LOC に’） 
をの作動 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U - モード、または OFF 
にしたあとでも、約4已砂間ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に 
運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 


► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでも、約4已砂間 
ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に運転席ドアを開閉すると作動 
しなくな0ます。 

■挟み a み防止機能（運転席のみ） 

ドアガラスを閉めているとをに、窓巧とドアガラスの間に異物び挟まると、作 
動び停止し、少し開きます。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、運転席ドアのパワーウインドウスイッチで、下記の操作を行ってくだ 
さい。 

♦車を停止し、"エンジンスタートストップ’’スイッチをイグニッシヨン ON 
モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車）、またはエンジン 
スイッチを " ON " (スマートエント U -& スタートシステム非装着車）の状 
態で、パワーウインドウスイッチを r 自動全開」の位置で引を続けることでド 
アガラスを閉めることびでをます。 

♦上記の操作を行ってもドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初 
期化を;欠の手順で実施して < ださい。 

お Ml 1 1パワーウインドウスイッチを r 自動全開」の位置で引を続け、ドアガラ 
スを閉めたあと、さらにスイッチを6秒間引を続ける 

I お Ml 2 1バワーウインドウスイッチを r 自動全開」の位置で押し続け、ドアガラ 
スを全開にしたあと、さらにスイッチを2秒間押し続ける 

I お Ml 3 1再度、パワーウインドウスイッチを r 自動全開」の位置で引き続け、ドア 
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 
す。 

し U 上の操作を行っても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

じ(下のことを必ずお守り < ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手、 
腕、頭、首などを挟んだり巻をこんだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などをださないよラ声かけをし 
てください。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻をこまれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■挟み a み防止機能（運転席のみ） 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
し觸合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 
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-4. ドアガラス-ムーンルーフの開けち、閉めち 

U — ンルーフ* 


頭上のスイッチでムーンルーフを開閉およびチルトアップ/ダウンで 
さまず。 


■ 自動開閉 




n 開< 

全開手前位置で止ま0ます。全開 
にしたいとさは、スイッチをちラ 
一度巧してください。 

0閉まる 

途中で止めるには、スイッチを軽 
く巧します。 

n チルトアップ 
且チルトダウン 

途中で止めるには、スイッチを軽 
く巧します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉めち 


口知識 

■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF (またはエンジンスイッチ" LOC に’） 
をの作動 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U - モード、または OFF 
にしたあとでも、約4已砂間ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に 
運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 


► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでも、約4已砂間 
ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に運転席ドアを開閉すると作動 
しなくな0ます。 

■挟み a み防止機能 

ムーンルーフを閉めるとを、またはチルトダウンするとをに、ムーンルーフび 
異物の挟み込みを感知すると、作動び停止し少し開をます。 

■風切音のほ減 

自動で開けたときに停止する位置（全開手前位置）で走行すると、風切音を化 
減でをます。 

■サンシエード 

手動で開閉でをます。ただし、ムーンルーフび開くとさは連動して開をます。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


■閉め忘れ警告ブザー 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

ムーンルーフび完全に閉まっておらず、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チび OFF のとを、運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

ムーンルーフび完全に閉まっておらず、エンジンスイッチび " LOCK " のと 
を、運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 



巨已 



1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉めち 


■ムーンルーフが正常に閉ま6ないとさは 

下記の操作を行って<ださい。 

♦閉まるとさに反転し、閉じ切らない場合 

EJfH 1 1 I 車を停止する 

feiMI 2 1スイッチの "TILT UP " 側を押し続ける※1 

ムーンルーフび閉じ、再び開き、10秒間停止します。2その後再び 
閉じ、チルトアップし、1秒間停止します。チルトダウン後、し)った 
ん開いてから閉じます。 

お M 3 I ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手をはな 
す 

♦チルトダウン時に反転し、閉じ切らない場合 

的歷|1 1 車を停止する 

feititl 21スイッチの TILT UP " 側を押し続け‘ 》 1、ムーンルーフをチルトアッ 
プ位置にする 

お Ml 3 1スイッチから一度手をはなし、再度 "TILT UP " 側を押し続ける x’l 
ムーンルーフびチルトアップの状態で10砂間停止し 、‘X 2微調節後1 
秒間停止します。チルトダウン後、いったん開いてから閉じます。 

Ifeiiai 41 ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手をはな 
す 

x ‘ l 途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなります。 

^•2 10秒間停止した後にスイッチから手をはなすと、それしツ降オート作動でを 
なくなります。その場合は、スイッチの TILT UP " 側を押し続けてくださ 
しんムーンルーフびチルトアップし、1砂間停止します。その後、チルトダ 
ウンし、いったん開いてから閉じます。ムーンルーフび完全に閉まったこと 
を確認したら、スイッチから手を離してください。 

し U 上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 

けて < ださい。 


巨己 











1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉めち 


A 警告 

■ムーン ルーフを開けているとをは 

じ(下のことを必ずお守り < ださい。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ D ます。 

♦走行 中はルーフから手や顔を出さない 
♦開 □部に腰かけない 

■ム ーンルーフを開閉ずるとさは 

な下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、骨折など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 

♦ムーン ルーフを 開閉や、 チルト ダウンす 
るとをは、乗員の手、腕、頭、首を挟ん 
だり巻をこんだりしないよラにま意して 
ください。 

♦お テさまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり巻をこまれた 
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 


■挟み込み 防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦挟み込み 防止機能は、ムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態 
では作動しません。指などを挟まないよラにま意して<ださい。重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 




YCTN12AE096 
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1- 己.給油の仕方 

給油□の開け方 


JiTF の手順で給油□を開けてください。 

■ 給油ずる前に 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

ドアとドアガラスを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を OFF にしてください。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にしてく 
ださい。 

■ 給油□の開けち 



レバーを引く 



キャップをゆつ<りまわして開 
ける 
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手順 


キャップを八ンガーにかける 


キャップを"カチッ"と音びずる 
までまわして閉めます。 

手を離すと、キャップびをち向にみし 
ちど0ます。 


曰知識 

■燃料の種類 

無鉛レギュラーガソ U ン（オートマチック車）または無鉛プレ5アムガソ1」ン 
(マこュアル車） 

■燃料タンク容量（参考値） 

已〇し 
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-已.給油の仕方 


A 警告 
■給油に ついて 

給油前には!;(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による火花で燃料に引火するおそれびあ D ます。 

参 キャップをゆるめたとをに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて<ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返してけびをす 
るおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して火災を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に ちどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■徹由 時のを意 

♦給 ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ぎ足し給油を行5と、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあ D ます。 

♦正常に 給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびってくださ 
い。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正しツがのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂巧などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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-已.給油の仕ち 


A ミち意 

■給油ず るとをは 

指定し U 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン、軽ミ由、灯油、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

しツ下のよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力びほ下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1- 日.盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム4 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーむ外で 
はエンジンを始動できません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にずると、システ 
ムの作動を知らせるためにイン 
ジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"エン 
ジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセサ U —モードまたは 
イグニッシヨン0 N モードにず 
るとシステムび解除され、イン 
ジケーターび消灯しまず。 



□知識— 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムが正常に作動しないとき 
♦キーび金属性のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとを 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し'!おそれびあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











1-7. ま全にお使いいただくために 

正しい運お姿勢 


JiTF のま件にあった正しい姿勢で運転ください。 

n まっすぐ座り、背ちたれか日 
背を離さない（一 P . 44) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラな位置にずる 
(一 P ' 44) 

且各装置び操作しやずい背をた 
れのち度にずる（一 P . 44) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 已已） 
且へッドレストの中央を耳の後 
方にずる（一 P . 4助 
□ シートベルトを正しく着用ず 
る（一 P . 已 0) 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背の間にクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フ □ントシートの下に物を置かないでください。 

物び挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因に 
なります。 

■シ ートを調舊ずるときは 

♦同柔 者びシートに当たってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 
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1- スま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは柔員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが身体を拘束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
日 SRS サイドエアバッグ* 

(フ□ント席乗員の陶などへの衝撃を緩和） 

B SRS 力ーテンシールドエアバッグ* 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員のおちに頭部への衝撃を緩和） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-7. 安全にお使いいただくために 


白知識 — 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 


♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フ□ント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのちのち熱く 
なります。 （ SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車） 

♦フ□ント席などだけでなく、エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八 
ブ、エアバッグカバー、インフレーター）も数分間熱くなることびあります。 
エアバッグそのものも熱くなります。 （ SRS 力ーテンシールドエアバッグ非 
装着車） 

♦フ□ントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグが作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フ□ント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変おもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km / h のを度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）し i (上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変形するちのに 
衝突した場合や、ちぐりこむよ5な衝突（例えば、車両前部びちぐ D こむ、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝突条件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあ 
ります。 
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■衝突 lU がで作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

し U 下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動ずるとを 

( SRS サイドエアバッグ*& SRS 力ーテンシールドエアバッグ*) 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1.已 t の車両び、約20〜30 km/h の速度で客室へ直角に衝突し 
た場合の衝撃の強さに相当する値）しツ上の場合に作動します。 

■フユーエルポンプシャットオフシステム 

エンジン 停止時および SRS エアバッグ 作動時は フユーエルポンプシャット オフ 
システムび作動し、燃料供給を停止し、燃料ちれを最ル限におさえます。燃料 
供給の停止を解除するとさは、燃料ちれびないことを十分確認してから、なの 
操作を行ってください。 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U- モード、または OFF 
にしたあと、エンジンを再始動する。 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC " または " L0C ぐにしたあと、エンジンを再始 
動する。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

77 



-7. 安全にお使いいただくために 








-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、またはな速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前ちへの減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 



♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 


■ SRS エアバッグび作動しないとを 

( SRS サイドエアバッグ*& SRS 力ーテンシールドエアバッグ*) 

斜めから衝撃を受けた場合や、車内部分しツ外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
び友 D ます。 



CTN17AE338 


♦車内部分し U 外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後方か 
らの衝撃、横転、または低速での側面からの衝撃で作動するよ5には設計され 
ていません。 

>前ちからの衝突 
>後ちからの衝突 
>横転 



Iトヨタ販売店に連絡が必要な場合 

しツ下のよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 


>フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損-変おなどびあるとを 




79 

































-7. 安全にお使いいただくために 






♦ SRS サイドエアバッグ*と SRS 力ーテン 
シールドエアノくッグ*はふくらまなかつ 
たび、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変おなどびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分や助手席ダッシュ 
ボードび、傷ついたり、ひび割れたり、そ 
の他の損傷を受けたとを 


• SRS サイドエアバッグ*び内蔵されてい 
るシート表面び、傷ついたり、ひび割れ 
たり、その他の損傷を受けたとを 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグ*び内 
蔵されているフ□ント' U ヤピラー部、 
ルーフサイド部び、傷ついたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとを 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















































-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。乗員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合は特にを険です。シートの背ちたれを調整して、シートをで 
きるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

♦お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。お 
テさまびルさくてシートベルトび使えないとさは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おモさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをお勧めいたします。（一 P . 日 4) 

•シ ートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


♦お 子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

♦運転ち および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


♦ ドアやフ□ント■サイド- U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ寄りかからない。 
( SRS サイドエアバツグ & SRS カーテン 
シールドエアバッグ装着車） 


♦助手席 や、外側 U ヤシートでドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない。 （ SRS サイドエアバッ 
グ & SRS カーテンシールドエアバッグ装 
着車） 


♦ダッシュ ボード、ステア U ングパッド部 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない。 


♦ ドア、フ□ントガラス、サイドガラス、フ 
□ントおよび U ヤピラー、ルーフサイド 
レール、アシストグ U ップなどには何も 
取り付けない。 （ SRS サイドエアバッグ 
も SRS カーテンシールドエアバッグ装着 
車） 


■ SRS エアバッグについて 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグ装着車は、この車専用のトヨタ純正用品（シートカバー 
など） しツ外のちのを取り付けないでください。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふ< らんだ直後は、構成部品び熱くなっているため触れな 
いでください。 

• SRS エアバッグびふくらんだ後にもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドアガ 
ラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚の炎 
症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されてしぶパッド部およびフロントピラーガーニ ッシュ 
部に傷びつしていたり、ひび割れびあるときはそのまま使用せず、トヨタ販売店 
で交換してください。 （ SRS 力ーテン シール ドエアバッグ装着車） 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部に傷びついていたり、ひび割れび 
あるとをはそのまま使用せず、トヨタ販売店で交換してください。 （ SRS カー 
テンシールドエアバッグ非装着車） 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造. 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、 Li (下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル、ダッシュボード、シ ー K シート表皮、フロント•サイド. U ヤピ 
ラー、ルーフサイドレール周辺の修理、取りはずし、改造 

♦フロント フェンダー、フロントバンパー、車両車内側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー.カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取り付け 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

子供き用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


[知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取扱説明書をお読みください。 

• この車は 200 日年] 0 月]曰施行の保安基準に適合した IS 0 FIX 対応 
チャイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


1" 子供専用シートの適合性一覧表について 

■ 質量グループについて 

ECE R 44 X ’のき準に適合ずるモ供専巧シートはおモさまの体重により 
次の 5 種類に分類されまず。 

グルー プ〇 : 10 kg まで 
グループ0+ : 13 kg まで 

グループ I :日〜 18 kg 
グループロ ：1已〜2已 kg 
グループ in : 22〜 36 k 邑 

この本では代表的ななの 3 種類のモ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用 シー トに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとをなラ取り付け器具 
の記号にな0まず。 



S 已 










-7. 安全にお使いいただくために 


► ベビーシート 



ECER 44 基準のグループ0、0+ 
にホ目当 



ECER 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 
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-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の子供専 
用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の前向を 
の子供専用シートに適しています。 

X:子供専用シートを取り付けることはできません。 

子供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取扱説明書わご確認下さい。 


質量グループ 

着座位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 (10k 巨まで） 

X 

U 

U 

0+ (13k 呂まで） 

X 

U 

U 

I ( 目〜1 8 kg ) 

前向を UF 

U 

U 

後向を X 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 

UF 

U 

U 

n (22-36 kg ) 

UF 

U 

U 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


[シート位置別テ供専用シート適含性一覧表 （ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取りつけ) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 IS 日円 X 位置 

U ヤシート 

左ち席 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 (10 k 目まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

0+ 

(13 k 邑まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I 

(目〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

巨 

IS 0/ F 2 

IUF 

臣1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2己 kg ) 


(1) 

X 

m 

(22 〜吕巨 k 呂） 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 ( A から G ) のない子供専用シートの各シート位置でのに日 FIX 対応 
子供専用シート固定機構の取0扱いについては子供専用シート製造業ちまたは販 
売業者にご相談下さい。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ'リーの 
に日 FIX 対応の前向さ子供専用シートに適しています。 

IL :に日 FIX 子供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準ミ凡用」 
カテ3リーの子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取り付けることはでをません。 

子供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取扱説明書わご確認下さい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業をまた 
は販売業をにご相談下さい。 


白知識 

■ 旧0円X対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている IS 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それし U がのち 
のを使用することはでをません。 

■テお専用シートの還が、使用について 

♦おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談ください。 

参お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用できるようになるまでは、お 
テさまに合った子供専用シートを使用ください。 

♦体び十分大を<、テ供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使用してください。 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

IS 日円 X テ供専用 
シート 

カテ j ’ u — 

0 

(1 日 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 
G-Child ISO 
BABY 

準沉用 

が 

(13 k 邑まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 
白- Child に日 

BABY 

準況用 


[旧 0 FIX 子供専用シートのリスト 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプのモ巧専用シートの還択について 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」（一 P . 87) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、巧応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R44 適合の旧0円X対応モ供専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」（一 P . 88) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

IE31IM.1 1 I おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「0+」になります。 
(例 2) ；体重び1已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

Ife 細 2 I サイズ等級を選択する 

m [互で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます 。’X 

(例1 ) :質量グループび「0+」の場合、サイズ等級は 「 C 」• 「0」 • 
「 E 」 び該当します。 

(例 2) ；質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は「八」-「6」- 
巧 1 」 • rc 」• の」び該当します。 

‘ X ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の r 車両旧 0 FIX 位置」 
に「 X 」と記載されているちのは選択でをません。また、 riu と記 
載されている場合は、 riSOFIX 子供専用シートの U スト」 UP . 89) 
で指定されている製品を使用してください。 
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テ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます 。‘X 

’ X 表示されている位置-記号などは、商品 
により異なります。 


□ ISOFIX 巧広テ供専用シートであること 
を:す表术 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

HE 司で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 

曰ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であるこ 
とをあらわし、併せて、対象となるおテ 
さまの体重の範囲び記載されています。 

□ トップ テヴー(一 P . 94) を 示す マー ク 
商品の取り付け装置の位置によ0、意匠 
は異なります。 



ム M 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■旧0円X対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向を幼児用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別あ状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼児用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置巧チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 日/に 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 


■助手席にモ巧専用シートを取り付けるとさ 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートを 
下のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 


背ちたれを直立状態にする 


CTN17AE193 

■キヤリコツトについて 

キヤ U コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し<はテ供専用シート製造業ちまたは販売業ちにお尋ね<ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■モ供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使用しないとをであっても、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦子供 専巧シートの取りはずしが必要な場含は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納してください。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品に付属の取扱説明書にしたびってくださ 
い。 




D シートベルトによる取り付け 
(一 P ' 95) 


且 ISOFIX 対応チャイルドシー 
卜固定専用パー(一 P . 日 6) 

U ヤシートの外側の座席に装備さ 
れています。（固定専用バーび装備 
されていることを示すタグびシー 
卜に付いています。） 



且トップテヴーアンカー 
(一 P ' 96) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トップテヴーアンカーは U ヤシー 
卜の外側の座席に装備されていま 
す。 
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トベルトで固定ずる 



□ック解除ボタンを押しなび5、 
背ちたれを一度前方に倒ず。皆ち 
たれを立てて1段目の固定位置で 
固定ずる（一 P . 47) 



チャイルド シー ト にシー トベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ" と音びずるまで差し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる 

チャイルドシートに付属の取扱書に 
したびい、シートベルトをチャイルド 
シートにしっかりと固定させてくだ 
さい。 

チャイルド シー ト にシー トベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ側売）を 
使用して固定ずる 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ツキングク U ツプ品番： 
731 19-22010) 

取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


[旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用パ‘ 一& トップテザーアンカーで固定する 





□ック解除ボタンを押しなび5、 
背ちたれを一度前方に倒ず。皆ち 
たれを立てて1段目の固定位置で 
固定ずる（一 P . 47) 


へッドレストをはずず 


固定専用バーの位置を確認して、 
チャイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれのチャイル 
ドシート付属の取扱説明書にした 
びって< ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 




トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっか0固定されているか確認しま 
す。 


へッドレストを取り付ける 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる 


曰知識 

■旧0円X対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

この旧0円 X 巧広チャイルドシート固定専巧バ ー& トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両のなを基準に適合する子供専用シートり S 0 FIX 対応チャイルド 
シート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることをおすすめします。チャイルドシートの選択にあたって 
はトヨタ販売店にご相談ください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停まの際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おモさまびフロントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フロントピラー、 
ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれかけないよ 
ラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変を険であり、重 
大な傷害を受けたり、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 （ SRS ヴ 
イドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車） 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよ<お読みのラ 
え、確実に取り付け、使用ち法を守ってください。使用方法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 



> 運転席とチャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取り付 
けて < ださい。 






A 警告 助手席 SRS エアバッグ 





このシートに、ベビーシートをおり付けたり 
後巧きのチャイルドシートをおりれけなしで〈ださい。 

また、絶がにおモさまを前席の前にたたせたり 
膝の上に抱いたりしなし、でください。 

エアバッグの衝撃により、死！;:または重大な傷害に 
至るおそれがあります。 



CTN17AE312 

け 力手席にはチャイルドシートを5しろ向をに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害を受けた0、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせてご 
覧ください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばん後ろに下げて取口付け 
て < ださい。 

助手席 SR S エアバッグはかなりの速度と 
力でふ <らむので、お守 D いただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるよ5にしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよラ 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専巧バーを使巧するとをは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

♦お テさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ D ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもかせない場合は、八サミな 
どでシートベルトを切断してください。 

♦シー トベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルド シートを左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを使巧しないとをは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切なち法で確実にシートに取り 
付けてくださいレ P . 9己、日日）。チャイルドシートを使用しない場合でも、 
シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管する 
か、ラゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 
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運転するとをに 2 


2-1. 運転の仕方 
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2-1 .運転の仕方 

運起にあたって 


安を運転をむがけて、む下の手順で走行ください。 

■ エンジンをかける 

一 P ' 117,122 

■発進する 

► オートマチック車 

尼面 im ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
(一 P . 125) 

m 司パーキングブレーキを解除ずる（一 P . 134) 

因 画 巧1 ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 
► マニュアル車 

正 3 画 m クラッチペダルを踏んだまま、シフトレバーを1速にずる 
(一 P ' 131) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる（一 P .134) 

固画互クラッチペダルか日徐々に足を離し、同時にアクセルペダル 
をゆつ<0踏み発進ずる 


■停車する 

► オートマチック車 

Eiam シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画 [司必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 
(一 P ' 125) 

► マニュアル車 

尼 3画 m クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 
固圆1 司必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車ずる場合は、シフトレバーを N にします。 
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2-1 .運転の仕ち 


■ 駐車ずる 

► オートマチック車 

Eiim シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画司パーキングブレーキをかける（一 P .134) 

固画回シフトレバーを P にずる（一 P .125) 

お道の途中で駐車をする場合は、お要に応じて輪止め**^を使用して<ださ 

い。 

*** 輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 

固画囚エンジンを止める 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にします。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にします。 

固圆互キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
► マニュアル車 

尼3画 m クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 
固画司パーキングブレーキをかける（一 P . 134) 

固画互シフトレバーを N にずる（一 P . 13り 

お道の途中で駐車をする場合は、必要に応じてシフトレバーを1ままた 
は R にし、輪止め*を使用してください。 

輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 

1111 互エンジンを止める 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にします。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にします。 

固圆[司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転の仕方 


I 上り坂の発進の仕方 

► オートマチック車 

IHM1 1 1 ブレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトレバーを D にずる 
EiM アクセルペダルをゆっくり踏む 

wmj ] 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進ずる 

► マニュアル車 

mm パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを1速にずる 
アクセルペダルを軽く踏み、同時にクラッチペダルから徐々に足 
を離す 

ilM 3 l 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進する 


口知識 

■雨の曰の運面について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の日の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の巧むち運転標識や高齢ち運転標識などをアル=ボデー部に取0付ける 
ことはでをません。 
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2-1 .運転の仕ち 


■環境に配慮した運転（才ートマチック車） 

エコドライブインジケーターランプび点なすると、環境に配慮したアクセル操 
作をしていることを巧らせます。必要しツ上にアクセルペダルを踏んだとをや停 
車中は消灯します。（車速び約100 km / h しツ下のとを D ポジシヨンで作動しま 
す。ただし、パドルシフト装着車の場合パドルシフト使用時は作動しません。） 

► オプテイトロン メーター 
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2-1 .運転の仕方 


A 警告 

■発進ず るときは 

オートマチック車では、エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブ 
レーキペダルを踏んで< ださい。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運 おずるときは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 
し、状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足でのフ レーキ 操作は緊急 
時の反庇び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすい物の上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで<ださ 
い。 

排気菅や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると火災になるおそれびあ 
0を険です。 

♦オー トマチック車では、シフトレノ（一を前進側のシフトポジシヨンに入れたま 
ま惰性で後退したり、 R に入れたまま惰性で前進することは絶巧にやめてくだ 
さい。 

エンジンび止まり、フレーキの効をび悪くなった D 、 八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアび開まってい 
ることを確認して < ださい。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となる 
ほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。すみやかにトヨタ 
販売店で点検整備を受けて < ださい。 
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2-1 .運転の仕ち 


A 警告 

♦才ー トマチック車では、車両び動いているあいだは、シフトレバーを P に入れ 
ないでください。 

トランス=ッションにダメ ージを与えたり、車両のコント□ー ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D (オートマチック車）または 
1(マニュアル車）に入れないでください。 

トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除されエンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してちステア U ングやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな< 
なります。その場合はステア U ングとブレーキの操作び困難になるため、ま全 
を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 332 
を参照して < ださい。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 12の 

♦巧 道で止まるときは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 
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2-1 .運転の仕方 


A 警告 

♦走行 中は八ンドル、シート、ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあ〇を険 
です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての同乗者び頭や手、そのほかの 
体の一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフ □ー ド走行をしないでください。 

やむをえずオフロードを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ D ます。 

■すべりやすい 路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ、急加を、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽<踏んでブレーキび正常に働<ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとフレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転の仕ち 


A 警告 

■シフト レバーを操作ずるときは（才ートマチック車） 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

シフトレバーび P または N しツがにあると、車び急発進して思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 

■停車ず るとさは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N し U 外にあると、車び急発進 
して思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。ど5してち必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦オートマチック 車では、車び動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回 
転中は常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて 
<ださい。 

♦巧 道で停まするとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキぺ夕 V レを踏み、必要に応じてノてーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびありを険で 
す。 
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2-1 .運転の仕方 


A 警告 

■駐車ず るときは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しないでく 
ださい。放置したままでいると、しツ下のよラなことび起こるおそれびありを険 
です。 

-スプレー宙からガスびちれたり、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ D を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
い。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両乂巧につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦まから 離れるときは、必ずパーキングフレーキをかけ、シフトレバーを P (才一 
トマチック車） にしてエンジンを止め施錠してください。 

エンジンびかかっている間は、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後はマフラーに触れないでください。 

やけどをするおそれびあ0ます。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 
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A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

と < に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびあ0を険です。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に止めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりちま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長<な0、ブレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングフレーキびしっかりとかから 
なし'!おそれちあ0ます。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないときは、ほかの車に近づいたりしないでくださ 
しんまた、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりも強く踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<な0ます。 

♦万ーエンジンび 停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
い。 

ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 
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3-1 .運転の仕ち 






2-1 .運転の仕方 


A 警告 

♦ブ レーキシステムは二つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、もラー方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏む必要びあ D 、 制動距離び長<な0ます。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪した ときは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤび苗に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあり 
ます。 

■きしみ やひつかき音が聞こえた5 (ブレーキパッドインジケータ ー) 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキバッドを交換してください。 
必要なとさにパッドの交換びおこなわれないと、□一夕一の損傷につなびる場合び 
あります。 

ブレーキバッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事 
故につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転の仕ち 


A ミち意 

■運転 中は（才ートマチック車） 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだ D しないでくださ 
い。 

運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆動力 
を抑制する場合びあります。 

♦巧 道で停まするために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■運転 中は（マニュアル車） 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
い。 

運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆動力 
を抑制する場合びあります。 

♦クラッチペダルを 確実に踏み込んでいない状態で、シフトレバーを操作しない 
でください。クラッチやトランス5ッシヨンび損傷するおそれびあります。 

♦クラッチの 損傷を防ぐため、なのことをお守りください。 

. クラッチペダルに足を乗せたまま走行しない 
• 1まし U 外での発進は避ける 

-坂道発進時など、必要し U 上に半クラッチのままで走行しない 

♦まび まだ動いているとをに R に入れないでください。 

クラッチ.トランス5ッシヨン.ギアに損傷を受けるおそれびあります。 

■駐車ず るときは 

オートマチック車では、化ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておか 
ないと、車び動を出した D 、 誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進 
するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 
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2-1 .運転の仕方 


A ミち意 

■走行 中にタイヤだりてンクした5 

し U 下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。（一 P . 30己） 

■冠 水路走行に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、下のよ5な重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンスト する 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店で li (下の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスアクスル、トランスファ ー(4 WD 車）、デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト （4 WD 車)、各ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転の仕ち 

エンジン（イク’ ニ ッシヨン)スイッチ(ス7-にントリ-の夕-トシステム装着車) 


電子キーを携帯してむ下の操作をおこなラことで、エンジンの始動ま 
たは"エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切り替えるこ 
とびでさまず。 

■ エンジンのかけち 

► オートマチック車 

固圆 m 正しい運転姿勢（一 P . 73) びとれるよラにシートの位置を調 
整し、ペダルのさ位置を確認ずる 
固画司パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
n ® 互シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
IfeilMI 4 1ブレーキぺダ J レをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターび緑に点なします。 

緑に点打していないとエンジンは始動しません。 


"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを巧す 

完全にエンジンび始動するまでブ 
レーキペダルを踏み続けてくださ 
しん 

エンジンび始動するまで最大30 
秒間 スターターび 回転します。 
"エンジンスタートストップ"ス 
イツチのどのモードか5でちエン 
ジンを始動でをます。 
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2-1 .運転の仕方 


► マニュアル車 

固画田正しい運転姿勢（一 P . 73) びとれるよラにシートの位置を調 
整し、ペダルの各位置を確認ずる 
固画1司パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる 
E 1 M 41 クラッチぺダ J レとブレーキぺ夕レをしっかり踏む 
スイッチ上のインジケーターび緑に点なします。 

緑に点打していないとエンジンは始動しません。 



"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを巧す 

完全にエンジンび始動するまで各 
ペダルを踏み続けてください。 
エンジンび始動するまで最大30 
秒間 スターターび 回転します。 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチのどのモードか5でちエン 
ジンを始動できます。 
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2-1 .運転の仕ち 


"エンジンスタートストップ"スイッチのモード切り替え 

ブレーキペダル（オートマチック車）またはクラッチペダル（マ 
ニュアル車）を踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチを 
巧すと、モードを切り替えることびでさまず。（スイッチを巧ずご 
とにモードび切り替わりまず。） 



□ OFF 《 

非常点滅なび使用でをます。 

旦アクセサ U —モード 

オーディオなどの電装品び使用で 
さまず。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

且イグニッシヨン ON モード 
すべての電装品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

* :才ートマチック車：シフトレバー 
び P じ(外のときはアクセサ I 」一 
モードにな0、 OFF にな0ませ 
ん J 。 
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2-1 .運転の仕方 


曰知識 


■ステアリング□ックを解除ずるには 

ステア U ングを左ちに動かしなびら、"エン 
ジンスタートストップ’’スイッチを押して 
<ださい。 

ステア1」ング □ ックび解除されていないと 
をは、"エンジンスタートストップ’’スイッ 
チのインジケーターび緑色に点滅します。 

■エンジンが始動しないときは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

( 一 P' 72) 

■ "エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび桓ちに点滅したと 
さは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■自動電源 OFF 機能 

► オートマチック車 

シフトレバーび P にあるとを、1時間じ(上アクセヴ U - モードにしたままにし 
ておくと、"エンジンスタートストップ’’スイッチび自動で OFF になります。 

► マニュアル車 

1時間し U 上アクセヴ U - モードにしたままにしておくと、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチび自動で OFF になります。 

■電モキーの電池の消耗について 

一 P' 27 

■電子キーの電池が切れたとさは 

^ P . 2已白 

■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況 
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一 P . 2已 









2-1 .運転の仕ち 


■ご留意いたださたいこと 

一 P ' 28 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座っておこなってください。このとさみしてアクセルペダルは踏 
まないで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

■緊急 時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3砂し U 上"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時し U 外は走行中に"エンジンスタートストップ’’スイッチにふれ 
ないでください。走行中にエンジンを停止してち八ンドルやフレーキの操作は 
可能ですび、操作力補助びな<な0ます。その場合は八ンドルとブレーキの操 
作び困難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して<だ 
さい。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ’’スイッチをア 
クセヴ U - またはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置しないでく 
ださい。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにェ 
ンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転の仕方 

エンジン(イたッシヨン)スイッチ(スマ-にントリイスタ-トシステムが装着車) 


■ エンジンのかけち 

► オートマチック車 

国 im 正しい運転姿勢（一 P . 73) びとれるよラにシートの位置を調 
整し、ペダルの各位置を確認ずる 
111互パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画互シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
Ifeitill 4 1ブレーキぺダ J レをしっかり踏む 
固画回エンジンスイッチを " START " の位置にまねず 
► マニュアル車 

固画田正しい運転姿勢（一 P . 73) びとれるよラにシートの位置を調 
整し、ペダルの各位置を確認ずる 
111互パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる 
lig 4 l クラッチぺ夕レとブレーキぺダ J レをしっかり踏む 
尼面 1[可 エンジンスイッチを " START " の位置にまねず 
■エンジンスイッチの位置 



ステア1」ング□ツクびかか0 
ます。 


キーを巧を挿しすることびで 
さます。 


(才ートマチック車は、シフト 
レノ（一の位置び P のとさ、キー 
を抜を挿しでをます） 


オーディオなどの電装品び使用で 
さまず。 


□ " ON " 

すべての電装品び使用でさまず。 


□ "START 
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エンジンび始動でさまず。 






















曰知識 


■キーを "ACC" から "LOCK" にまわずには 

E 3 Ijll 1 I シフトレバーび N (マニュアル車） 
または P (オートマチック車）の 
位置にあることを確認する 

お Ml 2 1キーを押し込みなびら " LOC ぐま 
でまわす 



■ステアリング□ックを解除ずるには 



ステア U ングを左ちに動かしなびら、エン 
ジンスイッチをまねしてください。 


■キー巧を忘れ警告ブザー 

キーび差してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとき、運 
転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座っておこなってください。このとさみしてアクセルペダルは踏 
まないで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジン 
び停止すると思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転の仕方 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとを 

♦一度に 30秒し iLh スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにェ 
ンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転の仕方 

オートマチックトランスミッション"^ 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 

■シフトレバーの動かしち 

► 2 ZR - FAE エンジン搭載車 



モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車)、ま 
たはエンジンスイッチび " ON " (スマートエント U — &スター 
トシステム非装着車）の状態で、ブレーキペダルを踏んだま 
ま操作します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



* 


12已 
















2-1 .運転の仕方 


► 1 NZ-FE エンジン搭載車 



モード（スマートエント U-& スタートシステム装着車)、ま 
たはエンジンスイッチび "ON" (スマートエント U —&スター 
トシステム非装着車）の状態で、ブレーキペダルを踏んだま 
ま操作します。 
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■シフトポジシヨンの使用目的 


S 燃費向上や騒音の低減のために、通常時は D ポジションを使用してください。 


シフトレバーを D の位置で走行中、パドルシフトスイッチを操作ずるこ 
とにより任意の変速段を選択ずることびでさまず。この場合、シフトポ 
ジシヨン-シフトレンジ表示巧に D び点灯し、変速段び表示されまず。 

田シフトアップ 
曰シフトダウン 

1〜7のあいだで還択されている 
変速段びメーターに表示されま 
す。 

通常走行にをどずときは、パドル 
シフトスイッチの" +" 側を一定時 
間じ(上保持しまず。 
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[D ポジシヨンでの変速段選択 (2ZR-FAE エンジン搭載車) 



シフトポジション 

目的 

2ZR-FAE エンジン搭載車 

1NZ-FE エンジン搭載車 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行* 

通常走行 ’X 

レンジの選択（一 P. 12 の 
(パドルシフトスイッチ 
操作時） 

M 

q 

7 速スポーツシーケンシャ 
ルシフトマチックモード 
走行 

(一 P .128) 

人 

臣 

- 

^^^- 

急な下り坂走行 


3-1 .運転の仕ち 

























2-1 .運転の仕方 


1 7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの変速段切り替え 
(吕 ZR-FAE エンジン搭載車） 

シフトレバーを M ポジションにずると、7速スポーツシーケンシャルシ 
フトマチックモードに切り替わりまず。シフトレバーまたはパドルシフ 
トスイッチの操作で思い通0の変速段を選択し、運転ずることびでさま 
す。シフトレバーまたはパドルシフトスイッチの"一"側または" + " 
側の操作で変速段を選択ずることびでさまず。 

n シフトアップ 
且シフトダウン 

シフトレバーを操作ずるごとに1 
段ずつ変速しまず。 

1〜7のあいだで選択されている 
変速段びメーターに表示されま 
す。 

変を段の数字びルさいほラびエンジ 
ン ブレーキ カは大きくなりまず。 

n シフトアップ 
曰シフトダウン 

パドルシフトスイッチを操作ずる 
ごとに1段ずつ変速しまず。 

1〜7のあいだで選択されている 
変速段びメーターに表示されま 
す。 

変速段の数字びルさいほラびエンジ 
ン ブレーキ カは大きくなります。 


► シフトレ八一 



►パドルシフトスイツチ 
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2-1 .運転の仕ち 


白知識 

■ 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードに関ずる自動変速について 
(2ZR-FAE エンジン搭載車） 

♦エンジン回転数び上びりすざないよラに自動的に1段シフトアップされま 
す。 

♦エンジン回転数び下びりすざないよラに自動的に1段シフトダウンされま 
す。 

■ D ポジションでのレンジ還巧の自動解除 (2ZR-FAE エンジン搭載車） 

下のとを、自動的に D ポジションでのレンジ選択び解除されます。 

♦車両停止状態のとを 

♦同一変速段で、アクセルペダルを一定時間し U 上踏み続けたとを 
♦アクセルペダルを大をく踏み込んだとを 

■シフトダウン制限警告ブザー(7をスポーツシーケンシャルシフトマチックモー 
ド走行時） 

ま全や走行性能を確なするため、シフトダウン操作には制限びあり、シフトレ 
バーやパドルシフトを操作してもシフトダウンでをない場合びあります。（この 
とをブヴーび2回鳴ります。） 

■リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 

■シフトレバーを P か5シフトでさないとさは 

一口' 319 

■シフトレバーを M にしても、 M 表示なび点なしないとをまたは点滅したときは 
(2ZR-FAE エンジン搭載車） 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

この場合、シフトレバーを D にしているとをと同じ制御になります。 
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2-1 .運転の仕方 


■ NAVI • AI-SHIFT について 

ナビゲーシヨンシステムの機能を利用した、高度な自動変速制御の機能です。使 
用ち法は別冊 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」をご覧ください。 

■ M ポジシヨンで走行中に停車したときは （2ZR-FAE エンジン搭載車） 

♦停ますると自動的に Ml にシフトダウンされます。 

♦停止後走行するとをは Ml からの発進となります。 

♦停止後は M 1に固定されます。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセ j レ操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベ0やスピンの 
原因となりますので注意して<ださい。 
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. 運転の仕方 

ニユアルトランスミツシヨン* 


■シフトレバーの動かしち 



クラッチペダルをしっかり踏み、シフトレバーをゆっくり操作しま 
す。 

■ R へのシフト操作 


プルカラーを引さ上げなび日、 
R に入れまず。 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


* 
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2-1 .運転の仕方 


口知識 一 

■さシフトの速度限界 

エンジンを過回転させないために各シフト位置での速度び; 欠に記載してある数 
値をこえないよラにしてください。 


(km/h) 


シフト位置 

最高速度 

1 

49 

2 

92 

3 

134 

4 

180 


么 ミち意 


■ トランス S ッシヨンの損傷を防ぐために 



♦クラッチペダルを 踏まずにシフトレバー 
を R に入れないで < ださい。 


• R へシフトするとをし:!かは、プルカラーを上へ引かないでください。 

♦ R へシフトするとをは、車び停止した状態でおこなってください。 
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2-1 .運転の仕方 

方向指巧レバー 


n 左折 
曰ち折 

□ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーをはなすまで左側ち向指示 
なび点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーをはなすまでち側ち向指示 
なび点滅しまず。 


白知識 
■作動を件 

► スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 
■ 表示なの点滅び異常に速くなったときは 
ち向指示好の電球び切れていないか確認して < ださい。 
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2-1 .運転の仕方 

パーキングブレーキ 



ブレーキペダルを踏みなび5、バーキングブレーキレバーをいっぱいまで引さ 
ます。 

0 ノ（ーキングブレーキび解除される 

レバーをみし引き上げ、ボタンを巧しなび5完全に下までもどします。 


曰知識 


■を季のパーキングブレーキの使用について 

「寒;令時の運転」（一 P . 174) の記載を参照してください。 


A ま意 
■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、フレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転の仕方 

ホーン（警音器) 



口知識 

■/\ンドル位置を調整した後は 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一口.已已) 



口已 






2-2. メーター の見方 

計器類 


► オプテイト□ンーター 



n タコ六ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

曰水温計 

エンジン冷却水の温度を示しまず。 

Q スピードー ター 
車両の走行速度を示します。 

且マルチインフォーシヨンディスプレイ 
-^P . 144 

Q 表お切り替えボタン 

オド六ーター/トリップメーター/;ーター照度調整画面の切り替えがでをま 
ず。 (^P . 1 39) 
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2-2. メーターの 見ち 


B オドーター、卜 U ップーター、 y —ター照度調整画面 
♦オドーター 

走行した総距難を表示しまず。 

♦ 卜 U ップ ーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A、 卜 
リップ巨の2種類で使い分けることができます。 

♦ 六ーター照度調整画面 

；><ーター照度の明るさを調整でをまず。 

凸 DISP ボタン 

マルチインフォ六ーシヨンディスプレイの表示を切り替えます。 
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2-2. メーターの 見ち 


►アナ□グ >(一夕一 



毎分のエンジン回転数を示します。 

曰スピード六ーター 
車両の走行速度を示します。 

且 燃料計 

燃料残量を示します。 

□ 燃料残量警告灯 

燃料の補給を知らせまず。 （^P. 291) 

且オドーター/卜 U ップーター切り替え•卜 U ップーター U 
セットボタン 

ボタンを巧すごとに表示が切り替わ0ます。また、トリップ;ーター表示中に 
長押しずると走行距離が日にちど0ます。 

曰オドーター、卜 U ップ>(一夕一 
♦オドーター 

走行した総距難を表示します。 

♦ 卜 U ップ一夕一 

リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A、 卜 
U ップ目の2種類で使い分けることができます。 
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2-2. メーターの 見ち 


B マルチインフォメーションディスプレイ 

寺' 1已2 

□ DISP ボタン 

マルチインフォメーションディスプレイの表示を切0替えます。 

曰水温計 

エンジン;令却水の温度を示します。 


I 表示切り替えボタン（オプティト□ンメーター) 

ボタンを巧ずごとにじ(下のよラに切り替わりまず。 

n オド メーター 
曰卜 U ップ メーター 八※ ] 

0 卜 U ップメーター巨※] 

□ メーター照度調整画面’^ 2 (へッ 
ドライト点な時のみ表示されま 
す。） 

長巧しで0にちどりまず。 

^2長巧しで照度を調整でをます。 

A ま意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレッドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 計の一番上の目盛りび点滅したとを（オプティトロンメーター)、または 
ゲージび H のレッドゾーンに入ったとを（アナ□グメーター）は、 オーバー 
ヒートのおそれびあるため、ただちに安全な場所に停車して<ださい。完全に 
をえたあと、エンジンを確認してください。（一 P. 328) 
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2-2. メーター の見方 

表示巧/警告巧 


メ—夕—. センターパネル内の表示'灯.警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 

■ メーター 

► オプテイト□ン メーター 
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2-2. メーターの 見ち 


■センター八ネル 

►タイプ A 
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2-2. メーターの 見ち 


■表示灯 

システムの作動状況を表示しまず。 


ぐ皆 


ち向指示表示打 
(一 P' 133) 


尾な表示な* (一 P . 1已ス 
へツドライト 

上向を表示な（一 P . 1已 7) 


フロントフォグライト 

すり表示口* (一 P . 161) 


10 Oz 
1〇 


一ーエンジンイモビライヴーシ 
SECURITY ステム表示な* (一 P. 72) 


一が I 4WD オートモード 
A が j 表示巧* UP. 168) 

NAVI CVT 表示口* 

丙面^ (一別冊「り〇〇ナビゲー 
CVT シヨンシステム取扱書」参 
照） 


国 

( 点滅） 



(^P. 1目目) 




エコドライブインジ 
ケーターランプ* 
(一 P' 1 07) 



シフトポジシヨン■シフトレンジ表示 シフトポジシヨン表のな* 

灯* (一 P. 12己） UP . 1 25) 


※作動巧認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッション 
ON モード（スマートエント U-& スタートシステム装着車)、またはエン 
ジンスイッチを "ON" (スマートエント U-& スタートシステム非装着車） 
にすると点なし、数秒後またはエンジンをかけると消なします。点なしない 
場合や点なしたままのときはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















2-2. メーターの 見ち 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 289) 


本 《 


(©) 

口 


\レ 

巧で 

0 

が 

(©) 


1 C 



(点滅) 


牛※_丰_ホ※_ホ※_牛 ホ 


@!解 

国 

4 WD 


を 

F . 

-曲 ■ 


(点滅） 





合心 


* 

* 

* 

* 

* 

(点滅） 

•無 

ミん' PASSENGER 

ぶ 

PASSENGER 

ム 





※作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッション 
ON モード（スマートエント U-& スタートシステム装着車)、またはエン 
ジンスイッチを "ON" (スマートエント U-& スタートシステム非装着車） 
にすると点なし、数秒後またはエンジンをかけると消なします。点なしない 
場合や点なしたままのときはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


A 警告 

■ まを装置の警告なび点なしないとをは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯び、"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをイグニッシヨン ON モード（スマートエント U-& スタートシ 
ステム装着車）、またはエンジンスイッチを "ON" (スマートエント U-& ス 
タートシステム非装着車）にしてち点なしない場合や点なしたままの場合は、事 
故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ D ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーター の見方 

7ルチインフォメーションディスプレイ（オプティト□ンメーター) 


マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイは、む下のよラな情報を表示 
しまず。 



♦ 外気温表 

が気温を表示します。 

♦ 時計表お 

時刻を表示します。 

• 曰付表お 

日付を表示します。 

♦ 卜 u ップインフォ >(ーシヨン 
航続可能距離や燃費など走行に関 
する情報を表示します。 

♦警告>^ッゎージ UP . 2目己） 

各システムに異常び発生すると自 
動で表示されます。 
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2-2. メーターの 見ち 


表示切り替え 



表示を切り替えるには、 DISP ボ 
タンを巧しまず。 



ステアリングの DISP スイッチを 
巧して操作することちでさまず。 




14已 















































2-2. メーターの 見ち 


♦外気温、時計 


23で 

12:00 


外気温と時刻を表示します。 

外気温： 一4日で〜日0での間で表示します。 

時計：正時合わせをすることがでをます。 （^P . 1已 0) 


♦ 曰付、時計 


’朋 . 1. 1 

12:00 


日付と時刻を表おしまず。 

時計：正時合わせをすることびでをます。 （^P . 150) 


• 瞬間燃費 


瞬間 

20.0 km / お 


現在の瞬間燃費を表おしまず。 


• 平ち燃費 


平巧 

10.0 km / お 


U セツトしてからの平巧燃費を表おしまず。 

- U セツトするには、平均燃費表示中に□侶 P ボタンを長巧 
しします。 

-表示される平均燃費は、参考として利用してください。 


• 航続可能距離 


砸統可能 

3巧 km 


現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示し 

よ' ^ 〇 


表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるた 
め、表示される距離を実際に走行でさるとは限りません。 
燃料給油量び少量の場含、表示が更新されないことがあ0 
ます。 
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2-2. メーターの 見ち 


平ち車速 


平均 

60 kn/h 


U セツトしてからの平ち車速を表おしまず。 

U セツトするには、平均車速表示中に DISP ボタンを長巧 
しします。 


走行時間 


走巧時間 

1:00 


U セツトしてからの走行時間を表おしまず。 

U セツトするには、走行時間表お中に DISP ボタンを長巧 
しします。 


運転するとをに 
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2-2. メーターの 見ち 


[時計/曰付の設定変更 

■設定項目の選択 


手順 D 

語■を 


0D0 

100 


CTN22AE350 


手順0 

mam 

曰な 
がむリ 

ODO 

100 


CTN22AE052 


停車した状態で、 DISP ボタン 
(一 P . 145)を押して設定画面を 
表示させる 


DISP ボタンを長押しし、遇お画 
面を表示させる 


ESMJ] D I SP ボタンを巧して設定項目を選択し、 D I SP ボタンを長巧し 
する 
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2-2. メーターの 見ち 


• 時計を選択した場合 


手順 



• "日付"を選択した場合 



• "終わり"を選択した場合 
臣画！]の画面にちどりまず 


DISP ボタンを巧して"分"を調 
整する。已秒経過し決定されたら 
"時"を調整ずる 

調整終了後、已秒経過するとみ足し 
Eaaii 2 1の画面にもど0ます。 


DISP ボタンを巧して"年"を調 
整ずる。已秒経過し決定されたら 
"月"を調整ずる。同様に"月"を 
調整後"曰"を調整ずる 

調整終了後、已秒経過するとみ定し 
ぉ11 或 I 2 I の画面にもど0ます。 
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2-2. メーターの 見ち 


白知識 

■システムチェック表示* 

"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード（スマート 
エント U -& スタートシステム装着ま）またはエンジンスイッチを " ON " (ス 
マートエント U -& スタートシステム非装着車）にしたとを、システムの作動 
確認のため「チェック中 VSC 4 WD 」 と表示されます。チェックび終わると前 
に表示されていた画面表示になります。 

■正時合わせについて 

正時合わせ‘ X をするとをは、し U 下の手順をおこなってください。 

※：1:〇〇〜1:29一 1:〇〇 
1:30〜1:已9 一 2:00 

お M 1 I 時計表示中に D 旧 P ボタンを表示び点滅するまで長押しする 
HIM 2 1 Disp ボタンを ru セットしました」と表示されるまで長押しする 

■バッテリー端子の脱着をしたとき 

バッテ U —端テの脱着をおこなラとを、し U 下のデータは1」セツトされます。 


-時計 
•曰付 
-平均燃費 
-航続可能距離 
-平均車速 
-走行時間 

■が気温表示について 

なの場合は、正しいが気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅 < なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているとさや、低速走行（約 20km/h け下）のとを 
♦外気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 


巧0 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 









2-2. メーターの 見ち 


A ミち意 

■ 低温時の画面まルについて 

画面の温度び極めてないとをは、画面表示の切0替えび遅れる場合びあ0ます 
ので、車内を暖めてください。 


運転するとをに 


巧！ 





2-2. メーターの見方 

7ルチインフオメーシヨンディスプレイ（アナ□グメーター) 


マルチインフオメーシヨンディスプレイは、む下のよラな情報を表示 
しまず。 



• 時計表お 

時刻を表示します。 

♦ 外気温表 

外気温を表示します。 

♦ 卜 u ップインフオ >(ーシヨン 

航続可能距離や燃費など走行に関 
する情報を表示します。 


巧2 

































2-2. メーターの 見ち 


表示切り替え 



表示を切り替えるには、 DISP ボ 
タンを巧しまず。 



ステアリングの DISP スイッチを 
巧して操作することちでさまず。 
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2-2. メーターの 見ち 


• 時計 



時刻を表おしまず。 


参外気温 

外気温を表术しまず。 

一40 ■■巳〜巳0 °巳の間で表示します。 



• 瞬間燃費 



現在の瞬間燃費を表おしまず。 


• 平均燃費 


AVG. 


1 n n 

1 U.LI 

km/L 


U セツトしてからの平巧燃費を表おしまず。 

- U セツトするには、平均燃費表示中に□侶 P ボタンを長巧 
しします。 

-表示される平均燃費は、参考として利用してください。 


• 航続可能距離 


RANGE 

が5 km 


現在の燃料残量で走行でをるおよその距離を表示し 
ふ^ 〇 


表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるた 
め、表示される距離を実際に走行でさるとは限りません。 
燃料給油量び少量の場含、表示が更新されないことがあ0 
ます。 


巧4 








2-2. メーターの 見ち 


平ち車速 



U セツトしてからの平ち車速を表おしまず。 

U セツトするには、平均車速表示中に DISP ボタンを長巧 
しします。 


走行時間 


U セツトしてからの走行時間を表おしまず。 

U セツトするには、走行時間表お中に DISP ボタンを長巧 
しします。 


時計の設定変更 


■ 正時合わせ^の仕ち 

& :1:00〜1ぶ9一 1:00 
1:30〜1:巳日 一2:00 

EHm 停車した状熊で時計表示中に、表示び点滅ずるまで DISP ボタン 
(一 P . ]已3)を長巧しずる 
EJfill 21点滅中に DISP ボタンを長巧しずる 

■ 時計設定の仕ち 

m で停車した状態で時計表示中に、表示び点滅ずるまで DISP ボタン 
を長巧しする 

国画回点滅中に DISP ボタンを短巧しずる 
固丽互 DISP ボタンを巧して"分"を設定ずる 
調整終了後、已秒経過するとみ定します。 

国画因 DISP ボタンを巧して"時"を設定ずる 
調整終了後、已砂経過するとミ夹定します。 



1已已 












2-2. メーターの 見ち 


白知識 

■バッテリー端子の脱着をしたとを 

バッテ U —端テの脱着をおこなラとを、し U 下のデータは1」セツトされます。 


-時計 
-平均燃費 
-航続可能距離 
-平均車速 
-走行時間 

■が気温表示について 

なの場合は、正しいか気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅 < なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停ましているとさや、低速走行（約 20 km / h け下）のとを 
♦外気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 


A を意 

■イ氏 温時の画面表。について 

画面の温度が極めて低いとさは、画面表示の切り替えが遅れる場含があります 
ので、車内を暖めてください。 


1已6 








2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ライトスイッチ 


自動または手動でへッドライトなどを点！打できまず。 


• 車幅な-尾な-番号な • 
メーター照明を点な 

呈〇上記ライトとへッドライ 
~ 卜を点な 

AUTo "^ 〜ッド'ライト、車幅なな 
どを自動点な-消打 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチびイグニッション ON 
モードのとを 


[八イビームにずる 


n ライト点灯時、レバーを前方に 
巧し八イ ビームに 切り替え 
レバーを元の位置へちどすと□一 
ビームにちど0ます。 

曰レバーを引いている間、八イ 
ビームを点な 

ライトび消なしていてち、八イビーム 
び点なしまず。レバーをはなずと、 
□ービームにちどるまたはミ肖なしま 
す。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車） 


乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでさまず。 

n 上向をに調整 
且下向さに調整 


目盛り設定の目ま 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

FF 

(前輪駆動） 

4 WD 
(4 輪駆動） 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席乗員 

なし 

0 

0 

全柔員 

なし 

1.已 

1 

全柔員 

ラ ゲージルーム 
満載時 

2.0 

1.5 

運転者 

ラ ゲージルーム 
満載時 

3.0 

2.5 



1已 S 







































2-3. ライトのつけち.ワイバーの使い方 


口知識— 

■ライトセンサー* 

センサーの上に物を置いたり、センサーを 
ふさぐよ5な物をウインドウガラスに貼ら 
ないでください。周囲からの光び適られる 
と、自動点な-消な機能び正常に働かな< 
なります。 


■ライト消し忘れ防止磯能='= 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF にし 
て運転席ドアを開けるとへッドライトと尾なび消なします。 

再びライトを点灯する場合は、"エンジンスタートストップ’’スイッチをイグ 
ニッシヨン ON モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 
• または 10 の位置にします。 

■ライト消し忘れ 警告 ブザー* 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

ライトスイッチび ♦ または与〇の位置にあり、"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチびアクセヴ U - モーまたは OFF のとを、運転席ドアを開けると 
警告音び鳴0ます。 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

ライトスイッチび ♦ または呈〇の位置にあり、エンジンスイッチから 
キーを抜いた状態で運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着ま） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■販売店で設定可能な機首目 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 345) 

* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 




159 















2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

フォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天傾下で視界を確保しまず。 

D 消灯 



0フ□ントフォグライト点な 


白知識 
■点なを件 

へッドライト、または車幅灯び点なしているとさに使用でをます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


►間欠ワイパー 




n 間欠作動 （ INT ) 
旦ほ速作動 ( L 0) 

且高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ MIST ) 


且ウォッシャーあを出ず 
ワイバーび連動して作動します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使い方 


► 間欠時間調節式ワイ八一 

INT を選択しているとさ、間欠作動の時間を調整ずることびでさまず。 

n 間欠作動 ( INT ) 

曰ほ速作動 ( L 0) 
a 高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ MIST ) 




且間欠ワイパーの作動頻度(減) 
□ 間欠ワイパーの作動頻度(増) 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 



□ ウォッシャー液を出す 

ワイパーが連動して作動します。 


白知識 
■作動を件 

► スマートエント U —&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー浪が出ないときは 

ウオッシャー液量が不足していないのにウオッシャー液が出ないとをは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使い方 


A ミち意 

■フ □ントガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 



D 通常作動 

曰ウォッシャー液を出す 
ワイノ（一が連動して作動します。 
曰ウォッシャー液を出す 


白知識 
■作動を件 

► スマートエント U —&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン ON モードのとを 
► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとさ 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使い方 


A ミち意 

■ リヤウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

4 WD 才ートモードスイッチ4 


走行の安全性や運輯性能を高めるため、走行状況に応じて F F (前輪 
駆動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切り替えまず。 



4 WD オートモードを使用ずる 

4 WD オートモード表示なび数回点滅後、点なします。 
再度巧すと解除されます。 


曰知識 


■ 4 WD オートモード表示なについて 


• 4 WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差び大をい状態び長時間 
続いた場合などには、 4 WD オートモード表示なび点滅します。 

表示なの点滅中は駆動系部品のな護のため、後輪への駆動力配分を休止し、 
FF モードとな0ます。 

この場合は、エンジンをかけたまま!; TF の対応をおこなってください。 

-表示なび点滅しな<なるまで車速を落とす。 

-表示好び点滅しなくなるまで停車する。（エンジンは停止しない） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を巧巧する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じてむ下の装置 
が自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にミち意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ざ、ス 
U ップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などによ0大きなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□ール）* 

急な八ンドル操作やすべ0やすい路面で旋回するとをに横すベ0を抑え、車両 
の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル）* 

すべ0やすい路面での発進時や加ま時に前輪の空転を抑え、駆動力を巧巧しま 
す。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


[ VSC . TRC び作動しているとき 


車両び横ずベりしそラになったと 
き、車輪び空転したときは、 VSC 、 
TRC の作動を表示ずるためにス 
U ップ表示巧び点滅しまず。 

VSC の作動時、ブヴー（断続音）び 
鳴0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 

■ ABS、 ブレーキアシスト、 VSC、TRC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、(下のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作をおこなったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞こ 
えることびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果び下びるとき 

停車中か極な速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、オーバーヒートを 
避けるため EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられるよラになります。そ 
の場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを切ってください。 
10分程度で元の状態にちどります。 


A 警告 

■ ABS の効まを発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとを 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。しツ下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとって<ださい。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなぎ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両の安定性や駆動力を失ラよラな状況では、と 
くに慎重に運転してください。 

■ス リップ表示なが点滅し、作動警告ブザーげ鳴っているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。表示なび点滅し、ブ 
ヴーび鳴ったらとくに慎重に運転してください。 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P. 342) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS、VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときはじ TF のことを 
お守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏 b ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

しツ下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び はいった容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦しツ 下の場所には荷物を積まないで < ださい。 

お守りいただかないと、クラッチ-ブレーキ-アクセルペダルを正しく操作で 
をなかったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思 
わめ事故につなびるおそれびあります。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

. パッケージトレイ 
-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 
-ふたのないル物入れ/トレイ 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、柔員を傷つけるおそ 
れびあ0ます。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないようにしてくださし、。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下によ0思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあ0ます。 


運転するとをに 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒;を時の運お 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦じ(下のちのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 
-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
てください。レ P . 242) 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。（タイヤに 
ついて 一 P . 242) 

■ 運転ずる前に 

状況に応じてじ(下のことをおこなってください。 

• ドアやワイノ（一び凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーをオートマチック車は P 、 マニュアル車は下りあでは R 上 
り坂では1速に入れて駐車し、輪止め&をしてください。 

&輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 


白知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

• 降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムでおおってあります。トヨタ販売店で各車指定のフレード 
をおホめください。 

♦高ま走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱い方法については(下の指示にしたびってくだ 
さい。 

-を全に作業でをる場所でおこなラ 
-前2輪に取り付ける 

-タイヤチェーンに付属の取扱説明書にしたびラ 
-取り付け後0.已〜1 .0 km 走行したら締めなおしをおこなラ 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

じ(下のことを必ずお守り < ださい。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ほラを越える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するとをは、おず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A ミち意 


■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品し U がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 



177 





2-5. 様々な状況での運転 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

才ートエアコン* _ 


設定温度にあわせて吹き出し□と風量を自動で調整しまず。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


































































[才ート設定を使うとき 


連動モード 

運転席と助手席の設定温度を同じにしまず。 


お 1 TI 1 I jAUTol を巧ず 

吹き出し□と風量び自動で調整されます。 


国丽 司設定温度を上げるとさは運転席側の 阿 の A を、下げるとさ 
は V を巧ず 
Ife 細3 I 《品 j ) を巧す 


品 を巧ずたびにエアコンの ON . OFF び切り替わります。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 


■ 独立モード 

運転席と助手席の設定温度を独立してかえることびでをまず。 

E 3 llfgfl 1 I ^AUToj を巧ず 

吹き出し口と風量を自動で調整しまず。 


mmm 2 1 


口 

DUAL 1 


を巧ず 


固画互設定温度を上げるとさは、運転席側は巧、目力手席側は 
の A を、下げるとさは V を巧ず 

巧び DUALl を巧すと、連動モードにな 0 ます。 


国或1 4 I 




を巧すたびにエアコンの ON . OFF び切り替わりまず。 
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お好みの設定で使ラとさ 


■エアコンの ON • OFF を切り替えるには 

(©) を巧ず 


品])を巧すたびにエアコンの ON . OFF び切0替わります。 

設定温度をかえるには 


温度を上げるときは、運転席側は ™ 、目力手席側は 


の A を、 


下げるとさは V を巧ず 

連動モード使用時、助手席側の 
0替わ0ます。 

風量をかえるには 

とら^の A (増）か V (減）を巧ず 

風量は7段階に調整でさます。 

さ風を止めるとをは心宙 OFF ''J を巧す 


または dual ! を巧すと巧立モードに切 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


■吹き出し口を切り替えるには 

巧お7のく側か > 側を巧ず 

巧すたびに吹を出し□び切0替わ0ます。吹を出し□表示は L ツ下の状態を示して 
います。 



<!コ：車両型式などで設定の有無あ0 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


足元に送風-ガラスの曇りを取る 


<1コ ：車両型式などで設定の有無あ0 

■外気導入-内気循環を切り替えるには 

/ & I を巧す 

ボタンを巧ずたびにが気導入•内気循環び切り替わりまず。内気循環 
を選択しているとさは、と^^の表示巧び点灯しまず。 

[フ□ントガラスの量りを取るには 

量0を取る 

エアコンび作動しまず。 

曇0び取れた日再度同じボタンを巧 
すと前のモードに戻0ます。 


I 巧粉除去機能を使ラには 

Rin を巧ず 

内気循環に切0替わ0、上半身に送風して花粉を除去しまず。通常約3分後に（か 
気温びほいときは約1分後に）を巧ず前のモードにちどりまず。 

途中で動作を止めるとさは再度を巧すと前のモードにちど0ます。 




室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


I 風向きの調壁と吹き出し□の開閉 

► 中央吹き出し口（タイプ A ) 

風向さの調整 


CTN31AE041 

► 中央吹き出し口（タイプの 

n 風向さの調整 
曰吹を出し□の開閉 


n 風向きの調整 
曰吹さ出し□の開閉 
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曰知識 


■才ート設定の作動について 

下のよラな制御をする場合びあります。制御を解除したいとをは、お好みの 
設定で使用してください。 


巧 

ノ AUTO I 


を押した直後しばらく送風び停止する 


♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

長時間、内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■内が気切り替えについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環またはが気導入へ切り替わ 
る場合びあります。 

■フ□ントガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的にが気導入に切り替わる場合びあります。 

■が気温度が o ’ ciu 下のとき 


を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 

■巧粉除去モードについて 

外気温び化いとさは、ガラス窓曇 D 防止のためにし下のよラな作動をすること 
びあ0ます。 

♦内気循環に切り替わらない 
♦エアコンの電源び自動的に入る 

湿度び非常に高いとさに使ラとガラスび曇る場合びあります。 

花粉除去モードび OFF のとをも花粉はフィルターで取り除かれています。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


■吹き出し□を*；ジにしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、車室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れてミ居ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭しぶ;することびありま 
す。 


♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、 

1祇 \ を押さないでください。が気とガラスの温度差でガラスのが側び曇 
り視界を巧げる場合びあります。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 
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3-1. エアコン.テフォッガーの使いち 

マニュアルエアコン* _ 



■温度をかえるには 

温度調節ダイヤルをち（暖）か左（を）へまわず 


[^10 ) び巧されてない場合はさ風または暖房で使用でさまず。 

■ 風量をかえるには 

風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず 
を風を止めるとさはダイヤルを0の位置に合わせる 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


■吹き出し□を切り替えるには 

吹き出し口切り替えダイヤルを回し吹き出し口を選ぶ 

ダイヤル位置を各吹き出し口の間にすると、吹さ出し口を細かく選択でさます。 
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足元に送風-ガラスの曇りを取る 


<> :寒冷地仕様車のみ 



ガラスの曇りを取る 

自動的に外気導入に切り誓わります。 

贷 を押してエアコンを ON に 
すると曇0び早 < 取れます。 


■外気導入.内気循環を切り替えるには 

(^)を押す 


ボタンを押す度に外気導入-内気循環が切0誓わ0ます。内気循環を選択してい 
るとをは表示灯び点灯します。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


■ 風向きの調整と吹き出し□の開閉 

►中央吹さ出し口 

風向さの調整 


CTN31AE041 


n 風向きの調整 
曰吹を出し□の開閉 


口知識 

■内気循環について 

長時間、内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■が気温度が o ’ ciu 下のとき 

( A/C ) を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 

■巧を出し□を*み’にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、温度調整ダイヤルの位置によっては、足 
元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 
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■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭しぶ;することびありま 
す。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止するために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切り替えダイヤルを巧巧の位置に合わせないでください。か気とガラス 
の温度差でガラスの外側び曇0視界を巧げる場合びあります。 


A ま意 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（曇り取り） 


リヤウインドウの量りを取るときにお使いくださし、。 

►オートエアコン装着車 



► マニュアルエアコン装着車 


オン/オフ 

U ヤウインドウデフ ォッ ガーは、 
約1已分で自動的にオフにな0ま 
す。 



オン/オフ 
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口知識 

■5 ラーヒーター*について 

U ヤウインドウデフオッガーをオンにするとミラーヒーターも同時に作動しま 
す。 


A 警告 

■5 ラーヒーター*作動中の警告 

ドア=ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるので触れ 
ないで < ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントガラスとワイパープレードの凍結を防ぐためにお使いくだ 
さい。 



オン/オフ 

フ□ントワイバーデアイサーは、 
約1巳分で自動的にオフにな0ま 
す。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フ□ントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面び熱く 
なっており、やけどをするおそれびあるので触れないでください。 


196 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






















3-2 .才ーデイオの使いち 

オーデイオ*の種類 


メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお柔りの方 
は、別冊の 「 HDD ナビゲーションシステム取扱書 J をご覧ください。 

CD プレーヤー、 AM / FM ラジオ 



CTN32AE085 


タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P . 199 

CD プレーヤーの使いち 

P . 201 

MP 3/ WMA ディスクの聴さ方 

P . 207 

快適に聴くために 

P . 214 

オーディオスイツチでの操作 

P . 216 


口知識_ _ 

■携帯電話の使用 

オーディオを聰いているとさに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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室内装備の使い方 













































3-2. オーディオの使いち 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■オーディオの 取り扱いについて 
オーデイオに飲み物などをこぼさないよラにミ主意してください。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

ラジオ*の使い方 



放送局を記憶させる 
■手動設定 


IE3M1 1 I をまわして、または T ® 載の" A" (高い周波数）また 


は"V"(低い周波数）を巧して、お巧みの放送局を探ず 
固画回記憶させたいスイッチ nn 〜を"ピッ"と音び鳴る 
まで巧ず 

■ 自動設定 

を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

受信感度の良い順に6局まで記憶されます。記憶び終了すると■ピッピッ"と 
音び鳴0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■交通情報を受信ずる 


f ..))1)[ を押す 


わラー度巧すと解除されます。 


曰知識 



■ I .…11 ( について 

♦新車時は、1日 20 kHz にセットしてあります。 

•AM ラジオモードのとを I ","1 [ を"ピッ"と音び鳴るまで押し続ける 

と、その周波数を I .刪 [ に記憶させることびでをます。ただし、バッ 
テ U - との接続び断たれたとさは、1 620 kHz に戻ります。 



を押して、ラジオを受信しているとをは、 


SEEK 

TRACK 

irvT) 



r ~ rn 〜 r ~^ - を操作しても、周波数は切り替わりません。 

■バッテリーとの接続び断たれたとさは 

ri ~~ I ~ r ~^ に設定されていた放送局び消去されます。 

■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかねつた0、障 
害物や電車、信号機などの影響によ0良好な受信状態を保つことび難しい場 
合もあります。 

• を使っているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびありま 

す。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

CD プレーヤ ー* のほい方 



1 

CD を挿入ずる 

CD を1枚、挿入ずる 


CD を取り出ず 

を押して CD を取り出す 

1 

巧を選ぶ 


ぶでふ I の" A " (次曲）または" V "揃曲封甲して聴きたい曲の番 
号を表示させる 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


[早もどし、早送りずる 

早もどし、早送りずるには、(ィィ）または (►►) を巧 
し続けまず。 


1 

リピート （RPT) 再生ずる 

( APT ) を巧ず 

1 

ランダム （RAND) 再生ずる 


( RAND ) を巧ず 

わラー度巧すまで無作為な順序で曲び再生されます。 


[表示を切り替える 


pfixF ^ を押す 

押すごとに、：欠のように表示が切0誓わ0ます。 
曲番および経過時間^ CD タイトル^曲名 
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3-2. オーディオの使いち 


目知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字の場合は、应^を長押しすることに 
より、13文字目し U 降を表示でをます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

丘宣こ]をちラー度長押しする、または約 6 秒し iUb 操作をしないまま放置すると、 
元の12文字目までの表示にちどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

もぅ一度 nn ( RAND ) または ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

" ERROR " ；ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、もしくはプレイヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

■再生巧能な CD 

な下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 

团當盾咖昼陌咖昼恒团腹陌 

、ゴ JU し _ U 、 ご •/ DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

DIGITAL … DIO , 品 T I I Rewritable! 

コピープ□テクト機能付 CD などは使用でをません。 

■ CD プレーヤー巧霞機能 

プレーヤー内部を保護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5满び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷つを使用でをなくなるおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 
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3-2. オーディオの使いち 


A ミち意 

■使用で をない CD 、 アダプター 

し iTF のよラな CD 、 8 cm CD アダプター 、 Dual Disc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2 cm の円形！; m の CD 


♦低 品質または変おしている CD 


参 記録部分び透明または半透明の CD 


参 セ□八ンテープ、シール、 CD - R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのあ 
る CD 



室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


A ミち意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

liTF のことをお守りいただかないと、 CD び聴けなくなったり、 CD プレーヤー 
び正常に働かな < なるおそれびあ D ます。 

• CD 挿入□に CD 1；(外のちのをいれない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けてな管する 

• CD プレーヤーを分解しない 


20巨 





3-2. 才ーディオの使い方 

MP 3/ WMA ディスクの聴を方* 



IMP3/WMA ディスクを挿入ずる、または取り出ず 

-^P. 201 


[早もどし、早送りずる 

-^P. 202 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


[フォルダを選ぶ-最初のフォルダに戻る 

FGLDEB の"八"（次フォルダ）または" V "(前フォルダ）を押して聴き 
たいフォルダを遇ぶ 

最巧のフォルダにもどるには、" V "を"ピツ"と音び鳴るまで巧しまず。 


[ファイルを選択ずる 


。面をまゎして、またはピ戲 I 




の"/(次ファイル）または" V " 


(前ファイル）を巧して、聴さたいファイルを探ず 


[リピート ( RPT ) 再生ずる 

■ ファイルを繰り返して再生ずる 

。三 ( RPT ) を巧ず 

■ フオルダを繰り返して再生ずる 

( RPT ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

[ランダム （ RAND ) 再生ずる 

■特定のフオルダの中か5無作為にファイルを再生する 

nn ( RAND ) を巧ず 

■ ディスクの中か5無作為にずべてのファイルを再生ずる 

( RAND ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 


I 表示を切り替える 

pTBCr ^ を巧ず 

巧すごとに、巧のように表示が切0替わ0ます。 

フォルダ番号•ファイル番号•経過時間^フォルダタイトル^ファイル 
名^ディスクタイトル （ MP 3 のみ）^曲名^アーティスト名 
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3-2. オーディオの使いち 


目知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字の場合は、应^を長押しすることに 
より、13文字目し U 降を表示でをます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

丘宣こ]をちラー度長押しする、または約6秒し iUb 操作をしないまま放置すると、 
元の12文字目までの表示にちどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

ちラー度 ( RAND ) または r ~^ ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
さ、もしくはプレイヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

" N 0 MUS に"；ディスク内に MP 3/ WMA ファイルび収録されていないとをに 
表示されます。 

■再生巧能な CD 

し U 下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 

咖昼恒咖昼陌 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

{^Rewritable | 

■ CD プレーヤー巧護機能 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5兩び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷つを使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあ0ます。 


■ MP 3/ WMA ファイルについて 


MP 3 (MPEG Audio LAYERS ) は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP 3 を使巧すれば、元のファイルを約1/10のサイズに圧縮することびでを 
ます。 

WMA (Windows Media Audio ) は 、 Microsoft Corporation の音声圧縮 
フォーマットです。 MP 3 よりもルさいサイズに圧縮することびでをます。 
使用でをる MP 3/ WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマッ 
卜には制限びあります。 

♦再生可能な MP 3 ファイルの規格について 
-対応規格 

MP 3 (MPEG 1 LAYERS 、 MPEG 2 LSF LAYERS ) 

-対応ヴンプ U ング周波数 
MPEG 1 LAYERS ； 32、 44. K 48 ( kHz ) 

MPEG 2 LSF LAYERS :1日、 22.0 己、24 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

MPEG 1 LAYERS :日4、80、9己、112、 128、1己0、192、224、 

2已己、320 ( kbps ) 

MPEG 2 LSF LAYERS :己4、80、白己、112、128、144、1己0 ( kbps ) 
《 VBR に対応しています。 

-対応チャンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチャン 
ネル、モノラル 
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3-2. オーディオの使いち 


♦再生可能な WMA ファイルの規格について 

-対応規格 
WMAVer '7' 8、日 
-巧庇ヴンプ U ング周波数 
32、 44. K 48 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

Ver '7、 8 : CBR 48、 64、80、目己、128、160、192 ( kbps ) 

Ver .9 : CBR 48、 己4、80、9己、128、1已0、192、2已己、320 ( kbps ) 
《 2 ch 再生のみ対応しています。 

♦使用でをるメディアについて 

MP 3/ WMA ファイルの再生に使用できるメディアは CD - R および CD-RW 
です。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生できないことびあります。また、ディ 
スクに傷や指紋をつけた場合、再生でをないことや、音飛びすることびあり 
ます。 

♦使用でをるディスクのフォーマットについて 
使用でをるメディアのフォーマットは下記の通りです。 

-ディスクフォーマット： CD - ROM Model および Mode 2、 CD - ROM 
XA 、 Mode 2 Form 1 および Form 2 

-ファイルフォーマット： IS 09 己己0レベル1、レベル2 ( Romeo,」olie 口 
上記フォーマットしツかで書を込まれた MP 3/ WMA ファイルは正常に再生でをな 
かったり、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されないことびあります。 

規格ならびに制限事項はなの通りです。 

-最大ディレクト U 階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：半角32文字（全角文字で記録され 
た情報をこのオーディオで表示することはでをません） 

-最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数： 2已已 
♦ファイル名について 

MP 3/ WMA と認識し再生するファイルは、 MP 3/ WMA の掘;張テ ". mp 3" 
または ". wma " びついたちのだけです。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


♦マルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追加したディス 
クの再生が巧能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 


♦ ID 3 タグ / WMA タグについて 

MP 3 ファイルには、 ID 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することがで 
さ、巧のタイトル、アーティスト名などを記録することがでさます。 

ID 吕 Ver . l.a 1.1、 ID 3 Ver .2.2、2.3 のタグに対応しています。（文字 
数は ID 3 Ver . l . 日、 1.1 に準拠します。） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することが 
でさ、 ID 3 タグと同様に巧のタイトル、アーティスト名を記録することがで 
さます。 


♦ MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルが収録されているディスクを挿入すると、最初にディ 
スク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックが終わる 
と、最初の MP 3/ WMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイルし U 外 
のファイルや必要のないフォルダなどを書を込まないことをおすすめしま 
す。 

音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータが混在しているディスク 
は、音楽データのみ再生でをます。 


♦掘:張テについて 

MP 吕 / WMA 从外のファイルに ". mp 3" または ". wma " の掘:張テがつい 
ていると、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大をな雑音 
が出てスピーカーを破損することがあります。 
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3-2. オーディオの使い方 


♦再生について 

•安定した音質で再生するために、 MP 3 の場含、 128 kbps の固定ビット 
レート、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

- CD - R 、 CD - RW はディスクの特性により再生できないことがあります。 

- MP 3/ WMA は市場にフ U — ウェアなど多くのエンコーダソフトが存在 
し、エンコーダの状態やファイルフォーマットによって、音質が劣化した 
り再生開始時にノイズが発生したりするおそれがあります。また、再生で 
さないことがあります。 

-ディスクに MP 3/ WMA 切外のファイルを記録すると、ディスクの認識 
に時間がかかったり、再生できないことがあります。 Microsoft 、 
Windows、Windows Media は米国 Microsoft Corporation の、米国 
およびその他の国における登録商標および商標です。 


A ま意 

■使用で きない CD 、 アダプター （^ P . 20日） 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて （^ P . 206) 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

快適に聴くために 



D ダイヤルを巧してモードを表 
示させる 

曰ダイヤルをまわしてじ(下の設 

定を変更ずる 

-音質と音量バランス 
レ P ' 215) 

最適な音質と音量バランスで聴 
くために設定を変更することび 
でをます。 


オートマチックサウンドレべラ 
イヴー ON • OFF (一 P . 215) 


I 設定を変更ずるには 

■音質モードの切り替え 

を巧ずごとに次のよラに切0替わりまず。 
FAD 一 巨 AS 一 TRE 一 巨 AL 一 ASL 

t _I 
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3-2. オーディオの使いち 


音質の調藝 


" Os をまわして音質のレベルを調整しまず。 




音質モード 

表示 

レベル 

左に回す 

ちに回す 

前後音量 
バランス 

FAD 

F 7 〜 R 7 

後側大 

前側大 

ほ音※ 

巨 AS 

-己〜己 


強 

高音※ 

TRE 

-己〜己 

左も音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 


※音質レベルは、ラジオまたは CD プレーヤーそれぞれで調整できまず。 

■オートマチックサウンドレべライザー （ ASL ) の調整 


音質モードび ASL のとき、 r ' tti をもに回ずと ASL び LOW . MID 、 


H に H になり、左に回ずと ASL び OFF になりまず。 

走行時の室内騒音量に応じて音質や音量を自動的に調整します。 

曰知識 


ISRS Labs , Inc . の登録商標 


SRSC03 


I ゴ,141け 


SRSC ♦: 


本製品は AM ラジオモードを除を 、 SRS Labs , Inc . の SRS FOCUS®、SRS 
TruBass ® の技術を使用しています。 

FOCUS 、 TruBass、SRS と〔♦)言己号は 、 SRS Labs , Inc . の商標です。 
FOCUS 、 TruBass 技術は SRS Labs , Inc . からのライセンスに基づき製品化 
されています。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

オーデイオスイッチでの操作"^ 


巧の機能は才ーディオスイッチで操作ずることびできまず。 

n 音量 

曰現在のオーディオモードによ 
り、機能びかわりまず。 

-周波数の探索（ラジオ使用時） 

-選曲に□再生時） 

-フアイル/フォルダの逞択 
( MP 3 /WMA 再生時） 

曰電源-モード切0替え 



I 電源を入れる 

に巧を押す 

電源び日 N のときは、スイッチを"ピッ " と音びするまで押し続けると電源び OFF 
にな0ます。 

I モードを切り替える 

オーディオの電源び ON のとき、 G 互を巧すごとに、次の順にモード 
び切0かわ0まず。 

AM 一 FM 一 CD ※一 AM 

* CD はディスクび挿入されていないとをは選択でをません。 

I 音量を調壁ずる 

音量を大きくずるときは结の" +" 側を、ルさくするときは"一" 
側を巧す 

スイッチを巧し続けると、音量を連続して調整でをます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 




















3-2. オーディオの使いち 


1" 放送局を選択ずるには 

お M 1 1 G 互を巧して、 AM または FM を選択ずる 
目の" A" 側、または" V" 側を巧ず 

スイッチを巧すごとに、記憶されている周波数を選択します。 

■ピッ"と音びするまで巧し続けると、自動で受信巧能な周波数を逞おしま 
す。 

[CD の操作 

E31IM1 1I S を巧して、 CD を選択する 

島の" A" 側、または" V" 側を巧して、希望の曲を選おずる 

|MP3/WMA の操作 

■ ファイルを選択するには 

Elirn G 司を巧して、 CD (MP3/WMA) を選択する 
ElU^ 目の" A" 側、または" V" 側を巧して、希望の曲を選択ずる 

■フォルダを選択ずるには 

mm G 互を巧して、 CD (MP3/WMA) を選択する 

島の"八"側、または" V" 側を"ピッ"と音びずるまで巧 
し続けて、希望のフォルダを遇択ずる 

A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中にオーディオスイッチを操作するとをは、十分ミ主意してください。 


室内装備の使い方 
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3 -五室内'なのつけ方 

ま巧巧一覽 





CTN33AE036 

n パーソナルライト* (^ p . 219) 

曰インテ U アライト（一 P . 220) 

0 エンジンスイッチ照明* 


口知識 

■バッテリーあびりを防ぐために 

半ドア状態でインテ U アライトスイッチのドアポジションび ON のとをに、イ 
ンテ U アライトとエンジンスイッチ照明*び点なしたままの場合、約20分後に 
自動消なします。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





















■イルミネーテッドエントリーシステム 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

インテ1」アライトスイッチのドアポジションび ON のとを、電子キーの検知、ド 
アの施綻•解錯/開閉、"エンジンスタートストップ"スイッチのモードにより、 
インテ U アライトび自動的に点な、消なします。 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

インテ U アライトスイッチのドアポジションび ON のとを、ドアの施錠-解錠 
/開閉、エンジンスイッチの位置により、インテ U アライトとエンジンスイッ 
チ照明び自動的に点な、消なします。 

■販売店で設定可能な機首目 

室内巧の消打までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 34己） 


t パー ソナルライト A 

点灯/消な 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



3-3. 室内な のつ けち 

パーソナルライト 


室内装備の使い方 


* 
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3-3. 室内なのつけち 


インテリアライト 


I インテ U アライト 



□ ON (点な） 

且 OFF 

且ドアポジション（ドア連動) 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覽 



□ グ□ーブボックス 
B カップホルダー 
□助手席アッパーボックス 
且オーバーへッドコンソールボックス* 
且コンソールトレイ 
□ コンソールボックス 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 


* 
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3-4. 収納装備の使い方 


グ□ーブボックス 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでくださ 
し、。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変お 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 


[グ□-ブボックス 



レバーを引さ上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたふたび体に当たったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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3-4. 収納装備の使い方 


コンソールボックス 


I コンソールボックス 


レノ（一を引いてふたを持ち上げる 




室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


[カップホルダー 

► フ□ント 




U ヤセンターアームレストを引を 
出す 


A 警告 

■収納して はいけない物 

カップホルダーにはカップやちし U がの物を置かないで<ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない ときは 

みたを必ず閉じてください。 

思わめ事故や急停車により、開いたふたび体に当たるなどして、けびをするお 
それびあ0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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助手席アツパーボックス 



レバーを引さ上げる 


A 警告 


I 走行中の警告 

助手席アツノてーボツクスを必ず閉じてください。 

思わめ事故や急停車により、けびをするおそれびあります。 


3-4. 収納装備の使い方 

助手席アッパーボックス 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


才—バ—へッドコンソールボックス 


I 才ーバーへッドコンソールボックス* 



ふたを巧す 


A 警告 
■走行 中の警告 

オーノ（一へッドコンソールボックスを必ず開じてください。 

思わめ事故や急停車により、けびをするおそれびあります。 

■収納して はいけない物 

0.2 k 邑しツ上の物を入れないでください。 

0.2 k 目し U 上の物を入れると、オーバーヘッドコンソールボックスび開を、収納 
していた物び飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあ D を険です。 


2呂巨 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 









3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

パニテイミラー 


カバーを開けるとライトが点灯 
します。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンび停止しているとをに長時間ライトを点なしないでください。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ1)ーソケット 


1吕V1 0A 未満の電気製品を使ラとさの電源としてお使いください。 



白知識 
■使用を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ U —またはイグニッシヨン 
ON モードのとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 


A ミち意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとをは、ふたを閉めておいて<ださい。 

■ ヒューズび切れるのを防ぐために 

12 V 1 0 A を超えないようにしてくださし、。 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

■ J ヤセンターアームレスト4 



A ま意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 















3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 


フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック（クリップ）のお状お 
よびフ□アマットの固定ちまはイ 
ラストと異なる場含があ0ます。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認 < ださい。 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
♦運転席 専用のフロアマットを使用する 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フロアマット類と重ねて使巧しない 

♦フ □アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行ラ 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P (オー 
トマチック車）または N (マニュアル車）の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロ 
アマットと干渉しないことを確認する 




室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■云ち表示板固定用バンド* 



二角表;^板を固定する 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 














































3-5. その他の室内装備の使いち 


白知識 

■パッケージトレイの取りはずし 



旦トレイを取りはずす 

通割ま" A " のち印の方向にトレイを動かして取りはずします。 

ただし、トレイを" A " の矢印の方向に動かすことびできないときは、" B " の 
矢印の方向にトレイを動かして取りはずします。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 
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お手入れの仕方 4 


4-1 .お手入れの仕方 

外装の手入れ . 236 

内装の手入れ . 239 

タイヤについて . 242 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 247 

ガレージジャッキ . 2已〇 

電球（バルブ）の交換 . 2已2 

ヒューズの点検、交換 ......... 262 

キーの電池交換 . 269 

ウォッシャー液の補給 . 273 

エアコンフイルター . 274 
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4-1. お手入れの仕方 

か装の手入れ 


お手入れは、ムソ下の項目を実砲<ださい。 


♦水を十分かけなび b 車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下 
へ巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔日かいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふを取る 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけをおこなう 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな5ないときは、車体の温度び 
:令えているとき（およそ体温じ(下を目まとしてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


1アンテナの取り扱いについて 

洗車時には、アンテナを取りはずしたり格納ずることびできまず。 

n 取りはずず 
且取り付ける 
且格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のあるところ 
まで立てて使用してください。 
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4-1. お手入れの仕ち 


口知識 — 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取り付けて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

• ブラシで車体に傷びつを、塗装を損なラことびあります。 

■高圧洗車機を使ラときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア巧付近 
に近づけすざないでください。 

• 洗車の前に車両の給ミ由□びしっかり閉まっていることを確認してください。 

■アル5ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めによごれを落としてください。研磨剤の入った洗剤 
や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパー 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


A 警告 

■洗車を ずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱<なりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 
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4-1. お手入れの仕ち 


A ミち意 

■塗装の ち化やま体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ 5な場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、樹液、鳥のふん、虫の死びいなどび付着したとを 
. ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとき 
♦塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイール 保管時は、腐食を防ぐためによごれを落とし、湿気の少ない場所へ保 
管して < ださい。 

■ライトの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけをおこなねないで<ださい。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

しツ下のよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦ま 庫の天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カノ（一をかけるとを 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたとさは、アンテナを紛失しないよラに 
ま意してください。また、走行前には必ずもとどおりに取り付けてください。 
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4-1. お手入れの仕ち 

巧装の手入れ 


お手入れは、む下の要領で実施ください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• 薄めた洗剤を柔らかい巧に含ませ、ミちれをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/〇の水を液まで薄めたちのを使用してください。 
• 真水をひたした布を固< しぼ0、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわ日かい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや柔らかい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてか日巧れを落とし、固<絞ったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 
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4-1. お手入れの仕ち 


目知識 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を巧くよラに 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
おくのび最ち効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ' ほつれ' 傷などを定期的に点検してください。（一 P . 已 0) 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一口. 7己） 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死こ 
事故や重傷につなびるおそれびあ D ます。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 
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4-1. お手入れの仕ち 


A ミち意 

■清淨 ずるとき使用ずる溶剤について 

•変色- シ5 -塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶 
剤や酸またはアルカ U 性のを剤、染色剤、漂白剤などは使用しないで < ださい。 

♦麗 出しワックスや麗出しク U -ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■まの 傷みをさけるために 

革の部分の損傷-消耗をさけるために、し U 下のことをお守りください。 

♦革に ついたほこりや砂はすぐに取り除く。 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする。特に夏場は曰陰で車をイ呆曽する。 

♦ビニール 製•プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあ D ます。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

♦熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気をつけてください。 
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4-1. お手入れの仕ち 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を已,000 km ごとにおこなってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;をえているときにおこなってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ□— テーシヨ ンの仕ち 

図でおす順にタイヤを□ーテー 
シヨンして <ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨ ン 
を推奨します。 
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4-1. お手入れの仕ち 


白知識 


■タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


タイヤサイズ 

エンジン 

タイヤが冷えていると 
をの空気圧 
kPa (k 旨/ cm う 

18己/6己 R1 己 88S 

1 NZ-FE 肝） 

240 (2.4) 

19己/6己 R1 己白 1S 

1 NZ-FE 肝） 

240に. 4) 

2ZR-FAE 肝） 

230 (2.3) 

19己/6己 R1 己91 S 

1NZ-FE (4WD) 

220 (2.2) 

2ZR-FAE 

(4WD) 

20己/己己 R1 6 91V 

1 NZ-FE， 

2ZR-FAE 

215/45R17 87W 

2ZR-FAE 


スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

エンジン 

タイヤが冷えていると 
さの空気圧 
kPa (kg/cm う 

T12 己/ 70D17 白 8M 

1 NZ-FE， 

2ZR-FAE 

420 (4.2) 
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4-1. お手入れの仕ち 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、 

卜3夕販売店にご相談ください。 

■ほ偏平タイヤについて （2 1已 /45 R 17 87 W 装着車） 

雪道や凍結路では、普通のタイヤとくらべてグ U ツプカび化下します。を用夕 
イヤかタイヤチェーンを使用し、道路状態に応じた速度でミ主意深<運転するよ 
ラにしてくださし、。 

■ほ偏平タイヤの空気圧点検 （2 1 5/45 R 17 87 W 装着車） 

ほ偏平タイヤは、走行性能を優先したタイヤです。特に空気圧は定期的に点検 
してください。2週間に1回（最低でも1ヶ月に1回）、または長距離ドライ 
ブの前には、必ず空気圧を点検してください。 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずしソ下のことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、死 t 事故や重傷に 
つなびるおそれびあ0ます。 

♦タイヤは 全て同ーメーカー、同一銘柄、同ートレッドパターンで、摩耗差のな 
いタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しないでください。 

♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテッドタイヤ、バイアスプライタイヤを混在使 
用しないで < ださい。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤを混在使用しないでくださ 
し、。 
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4-1. お手入れの仕ち 


A 警告 

■異常び あるタイヤの使巧禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルを取られた D、 
異常な振動を感じることびあります。また、しツ下の事態になり、思わめ事故に 
なるおそれびあります。 

♦破裂な どの修理でをない損傷をあたえる 
♦車び 横すべりする 

♦まの 本来の性能（燃費、車両のま定性、制動距離など）び発揮されない 

■タイヤ 交換時のミち意 

♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けてください。 

テー! て一部をか側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要し U 上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイー j レび損傷するおそれびあります。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあり 
ます。 

オイルやグ U —スびねじ部についている場合はふを取ってください。 
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4-1. お手入れの仕ち 


A ミち意 

■ほ 偏平タイヤについて （2 1已/4曰 R 17 87 W 装着車） 

ほ偏平タイヤのホイールは、路面から衝撃を受けたとを、ホイールに通常よ D 
大をなダメージを与えることびあります。そのため;欠のことにミ主意してくださ 
し、。 

♦適切な タイヤ空気圧で使用する 
空気圧びほすざると簡単に損傷することびあ0ます。 

♦段差 や凹凸のある路面、路上に空いた巧、平らでない舗道-縁石や他の障害物 
を避ける 

タイヤおよびホイールびひどく損傷することびあります。 

■ 走行中に空気漏れび起こつた5 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走巧に巧ずるを意 

凹凸のある路上を走行するとをは注意してください。 

タイヤの空気び巧けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、ま体などの部品ち損傷するおそれびあります。 


24己 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か6□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



ボンネット解除 レバーを 引く 
ボンネットびみし浮さ上び0ま 
す。 



ボンネットフックを左方向に巧 
してボンネットを開ける 


ボンネットステーをステー巧に 
差し込む 


曰知識 


■バッテリー端子をはずずときは 

バッテ1」一端子をはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ1」一端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認ください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命のを険また 
は重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認ください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ〇を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 


■ボン ネツトステーをステー穴に差し込んだあとは 

ボンネットび頭や体の上に落ちてこないよラに、正しく差し込まれているか確 
認してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットステーをステー巧から取りはずし、ク U ップに正しくもどしてくだ 
さい。ボンネットステーび差し込まれた状態で閉めると、ボンネットび損傷す 
るおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用してお車を持ち上げる時は、正しい位置にガ 
レージジャッキを取り付けてください。 

正しい位置に取り付けないと、車両が損傷したり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

■ フ□ント側 



► FF 車（前輪駆動) 




吕已〇 












































4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げる時には 

死 t または重大な傷害のを険性を低下させるために、しツ下のことをお守0くだ 
さい。 

♦図の よラなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げてください。 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する。 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しないでください。車両び落下するおそれ 
びあ D ます。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れた0、ちぐり込 
んだりしないで < ださい。 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して < ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

♦平らで おい地面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、 
オートマチック まは シフトレバ— を P 、 マニュアル 車は シフトレバーを R に 
してください。 

♦ガレージジ ャッキは、必ずジャッキポイントに正しく取り付けてください。 

ガレージジャッキを正しく取り付けずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦車内に 乗員びいるとをは車両を持ち上げないでください。 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジヤツキの上下に物を置かないでくださ 
い。 




2已1 











4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


JiTF に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 


■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。（一 P . 343) 

■ フ□ントのバルブ位置 




吕已2 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


[電球交換の仕方 



手順 


電球を取りはずず 




















4-2. 簡単な点検-部品交換 




電球を取りはずず 


■ フ□ントフオグライト* 



ボルトとク U ップを取りはずず 


吕已4 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








































4-2. 簡単な点検-部品交換 


フェンターライナーをめ<る 


コネクターを取0はずず 


電球を取りはずず 





お手入れの仕方 


2已已 




















4-2. 簡単な点検-部品交換 



手順 


ジ 



CTN43AE113 


電球を取りはずす 


2已6 














4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントち向指示兼非常点滅灯 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


お手入れの仕方 



2已7 














4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退な、尾な、制動灯、 U ヤ方向指示兼非常点滅灯 



パ'ックドアを開け、カパ'一を取0 
はずず 



吕已 S 































4-2. 簡単な点検-部品交換 


番号な 



バックドアを開け、マイナスドラ 
イバーと当て巧を使いカバーを取 
りはずず 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


その他の電球 

じ(下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 
♦へッドライト□-ビーム（ディスチヤージノりしブ） 

♦サイド方向指示な兼非常点滅な 
♦八イマウントストップライト 



2已9 






































4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 — 

■左側のへッドライト、車幅な、フ□ントち向指示兼非常点滅なを交換ずるとをは 




エアク U —ナーダクトの上部をはずすと、 
交換しやすくなります。 


ク U ップを取り付けるときは、左の図のよう 
に取0付けてください。 


交換後は、化ずエアク1」ーナーダクトの上部をしっかりと取り付けクリップで 
固定してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

し U 下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 


•ライト内に水びたまつている 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■デイスチヤージへツドライト*の作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 
電圧び正常に戻ると再点なします。 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライトは 消なしてください。消な直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つけた 
D 、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電による重大な傷害の原因となります。 

■デ イスチャージへッドライト*について 

♦交換 するとを（電球交換を含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦点な 中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電による重傷の原因となるこ 
とびあ0ます。 


A を意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置が働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検をおこなってください。 

mirn "エンジンスタートストップ"スイッチを off (スマートエン 
卜 U —&スタートシステム装着車)、またはエンジンスイッチ 
を " LOCK " (スマートエント U -& スタートシステム非装着 
車）にずる 

111 互ヒューズボックスを開ける 
► エンジン ルーム 



ツメを押しなび日、カバーを持 
ち上げる 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


助手席足兀 



足元の カバー* を取りはずし、 
ヒューズボックスカバーを 取0 
はずず 


固画回故障の状況か日、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 264)で確認ずる 

固圆 [互 ヒューズを 引 さ 抜 さ、ヒューズび 切れて いないか 点検ずる 
ヒューズはずしは、トヨタ販売店でお買いホめください。 

n 正常 

且ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたび 
し、、規定容量のヒューズに交換し 
ます。 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I ヒューズの 配置と負荷 

■エンジン ルーム 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ECU- 巨2 

10 A 

エアコン、スマートエント U —&ス 

タートシステム 

2 

ECU- 目 

10 A 

メインボデー ECU、 メーター、 ETC、 
VSC、 バックガイドモこ夕一 

3 

RAD N0.1 

ISA 

オーディオ、ナビゲーションシステム 

4 

DOME 

10 A 

室内;) a、 スマートエント U —&スター 
トシステム、ワイヤレス U モコン、パ 
ニティライト、ラゲージルームライ 

卜、エンジンスイッチ照明 

已 

AM2 N 日. 2 

7.5 A 

インボデー ECU 

6 

ALT-S 

7.5 A 

充電系 

7 

TURN-HAZ 

10 A 

方向指示な 

扫 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

9 

AM2 

30 A 

始動系、 IG2 N0. 2 

10 

STR 白 LOCK 

20 A 

ステア IJ ング□ック 

11 

IGT/INJ 

ISA 

EFI システム 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

12 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム 、 EFI NO . 1、 

EFI NO . 2 

13 

HORN 

10 A 

ホーン 

14 

IG 2 

1 己 A 

EFI システム、始動系、 IG 2 NO . 2、 

に N 、 メーター 

]已 

FR DEICER 

20 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

16 

A 巨 S NO . 2 

30 A 

— 

17 

WIP-S 

7.5 A 

— 

18 

IG 2 NO . 2 

7.5 A 

始動系 

19 

EFI NO . 2 

10 A 

EFI システム 

20 

EFI NO .1 

10 A 

EFI システム 

21 

H-LP RH HI 

10 A 

ち側ヘッドライト（八イビーム)、 
メーター 

22 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドライト（八イビーム） 

23 

H-LP RH LO 

10 A * 1 

ち側ヘッドライト（□ービーム） 

1 已 A 《 2 

24 

H-LP LH LO 

10 A 1 

左側ヘッドライト（口ービーム） 

1 已 A * 2 


* 1:へツドライト□-ビームび八□ゲンバルブ車 
^2 :へッドライト□ービームびデイスチヤージノりレブ車 



呂巨已 























4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 



ロロ n ロロロロ nnnnnn ロロロ 
12 \ 3 4 5 6 7 8 \ 9 \ \ 101112 
lji—iLjljljljljljljLjljLjLjljljlj 

ロロロロロロロロロロ nnnn 口 

13141516171819 20 21 \ 22 23 24 2已2目 

LJLJLJLJLJLJLJLJLJIJUUUULJ 


CTN43AE063 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

TAIL 

10 A 

車幅灯、尾灯、ま号灯、フロントフォ 
グライト、光軸調整ダイヤル、メー 
ター照明、 EFI システム 

2 

PANEL 

7.5 A 

スイッチ照明、室内灯、メインボデー 
ECU 

3 

FR DOOR 

20 A 

パワーウインドウ 

4 

RLDOOR 

20 A 

パワーウインドウ 

已 

RR DOOR 

20 A 

パワーウインドウ 

6 

SUNROOF 

20 A 

ムーンルーフ 

7 

CIG 

15 A 

アクセヴ U —ソケット 

扫 

ACC 

7.5 A 

ドア5ラー、オーディオ、ナビゲー 
シヨンシステム、メインボデー ECU 、 

スマートエント U — &スタートシステ 

ム 、 ETC 

呂 

MIR HTR 

10 A 

5ラーヒーター、 EFI システム 

10 

RR FOG 

7.5 A 

— 

11 

IGN 

7.5 A 

ステア U ング□ック、 SRS エアバッ 
グシステム、 EFI システム、スマート 
エント U -& スタートシステム、通信 

系、お動系 

12 

METER 

7.5 A 

メーター 

13 

SEAT HTR 

15 A 

— 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

14 

HTR-IG 

10 A 

エアコン、 U ヤウインドウデフォツ 

ガー 

]已 

WIPER 

2 己 A 

フ□ントワイパー 

16 

RR WIPER 

15 A 

U ヤワィバー 

17 

WASHER 

15 A 

ウォツシヤー 

18 

ECU-IG NO .1 

10 A 

オートレべ U ングシステム、メインボ 
デー ECU 、 エレクト U ックパワース 

テアリング、冷却ファン、シフト□ッ 
クシステム、 A 目 S 、 VSC 、 ナビゲー 
シヨンシステム、 4 WD システム、通 
信系、バックガイドモこター 

19 

ECU - に NO . 2 

10 A 

後退灯、充電系、ムーンルーフ、1」ヤ 
ウインドウデフォッガー、エアコン、 

フロントワイパーデアイサ ー、 ち向指 
示打、非常点滅な、助手席シートべル 
卜非着用警告な、 EFI システム 

20 

0 巨 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

21 

STOP 

10 A 

制動な、八イマウントストップライ 
卜、 A 目 S 、 ^インボデー ECU、EFI 

システム、シフト□ックシステム、 

VSC 

22 

DOOR 

2 己 A 

パワードア□ックシステム、メインボ 

デー ECU 

23 

ACC - 巨 

2 己 A 

CIG、ACC 

24 

4 WD 

7.5 A 

4 WD システム 

2已 

FR FOG 

ISA 

フ□ントフォグライト、メーター 

26 

AMI * 

7.5 A 

始動系、 EFI システム、シフト□ック 

システム、 ACC、CIG 


※： スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点灯しないとをは、電球を交換してください。 

(一 P . 2已 2) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリーか S の回路に過剰な負巧げかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量！;(がのヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないでください。 
• 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒュ ーズやヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているとさは、新しい電池に交換してください。 


用意ずるをの 

• 布を巻いたマイナスドライバー 

• U チウム電池 CR 1 日32 (スマートエント U -& スタートシステ 
ム装着車)、 CR 2016 (スマートエント U — &スタートシステム 
非装着車） 

電池交換の仕ち（スマートエントリ ー& スタートシステム装 
着車） 

メカニカルキーを巧く 




カバーをはずず 



呂巨9 













4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取0 
付けます。 


■ 電池交換の仕ち（スマートエントリー&スタートシステム非 
装着車） 



カバーをはずず 



モジュールを取0出ず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




コインなどを使って、モジユー 
ルカバーをはずし消耗した電池 
を取り出ず 

新しい電ミせは+極を上にして取0 
付けます。 


曰知識 


■電池が消耗していると 

し U 下のよラな状態び起こります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■ リチウム電池 CR 1 巨32 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）、 
CR 2016 (スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 


■取りは ずした電池と部品について 

お子さまに触らせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■交換を、 正常に機能させるために 

し U 下のことを必ずお守りください。 

♦濡れた 手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池！; (がの部品に、触れた D 動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の捕給 


液面び LOW の位置に近づいたら 
ウオッシャー液を補給してくだ 
さい。 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかっているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


A ま意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかね D に、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液の薄め方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルター 


エアコンを 快適にお使いいただくために、 エアコン フィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 

■ 交換の仕ち 

お Ml 1 1 "エンジンスタートストップ"スイッチを OFF (スマートエン 
卜 U -& スタートシステム装着車)、またはエンジンスイッチ 
を " LOCK " (スマートエント U -& スタートシステム非装着 
車）にずる 




グ□ーブボックスを開さダン 
パーステーのピンをはずず 


グ□ーブボックスを持ち上げ、 
下部のツメをはずして取りはず 
ず 



フィルターカバーを取0はずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換する 

「下 UP 」 マークの矢印び上を向く 
ように取り付けます。 


口知識 

■エアコンフイルターの清掃.交換について 

エアコンフイルターはし U 下の時期を目安に清掃、または交換してください。 

ミ青掃：1己,000 km [7, 已〇 0 km 《 ] ごと 
交換： 30.000 km [1 己,000 km * ] ごと 

※大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少、したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A ま意 

■エアコンを 使用ずるときのを意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。化ずフイルターを装着してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 
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トラブルび起をた 6 5 
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5-2. 緊急時の対処法 
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表示されたとさは 
(オプテイト□ン 

メーター） . 29已 

パンクしたとをは . 303 
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かからないとさは . 316 

シフトレバーび 
シフ S でをないとさは 

(オートマチック車） . 319 

キーを無くしたとさは . 320 

電子キーび正常に 
働かないとさは 
( スマートエントリー も 
スタートシステム 

装着車） . 321 

バッテリーが 

あびったとさは . 324 


オーバーヒートした 

ときは . 328 

スタックしたとさは . 330 

車両を緊急停止するには ..... 332 
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已 -1 .まずな]めに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 





非常点滅灯を点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 
UP . 27日） 

非常点滅灯は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知日せるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いてくださ 
い。（法的にち義務付け日れてい 
まず。） 


緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図します。 UP . 280) 
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5-1. まず初めに 

巧ち点滅'な 


事故や故障のとさなどにお使い<ださい。 



スイツチを巧ずとすべての方向 
指示打び点滅し、をラー度巧ず 
と消なしまず。 


A を意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅なを長時間使用しないでください。 












































5-1. まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅！打と併用してお使いください。 



日力手席足元の発炎筒を取0出ず 



CTN51AE023 


本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして差し込む 


先端のふたをとり、ずり薬と発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 



口知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期間びされる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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5-1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

し i (下の場所では、発炎筒を使用しないで< ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるため危険です。 

• トンネル内 

♦ガソ U ンなど可燃物の近く 
■ 発炎筒の取り扱いについて 

し U 下のことを必ずお守り <ださい。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けた D 、 近づけたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまに触らせない 






己- 1. まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 

■けん引ずる前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考え日れるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 


• 異常な音びずる 

■けん引されるとをは 



車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進方向でけん引してください。 


手順 


2已 m じ(內 



□ープの中央に白い巧を付ける 

布の大きさ： 

0.3 m 平ち （30 cm X 30 cm ) 
上 


16311131 けん引される車両のエンジンをかける 

エンジンがかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセサ U —またはイグニッション日 N モード（スマートエント U — & 
スタートシステム装着車）、またはエンジンスイッチを " ACC " または 
" ON " (スマートエントリー&スタートシステム非装着車）にしてくだ 
さい。 
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5-1 .まず初めに 


固圆1互けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除ずる 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないようにして 
<ださい。 


けん引フックの取り付け方 



マイナスドライバーと当て巧を 
使ってふたをはずず 


けん引フックを巧に差しこみ軽く 
締める 



ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 
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トラプルび起きたら 

























5-1. まず初めに 



白知識 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 


■けん引フックの収納位置 

一 P . 303 


A 警告 

■けん 引フックを車両に取り付けるときは 

指定の位置にしっかりと取り付けてください。 

指定位置にしっか D と取り付けないとけん引時にはずれてしまい、死亡や重大 
な傷害のおそれびあ0ます。 

■車両を 運搬ずるときは 

必ず4輪接地または、4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 
駆動装置び焼を付をを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬して 
<ださい。 
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已 -1 .まず初めに 


A 警告 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引をおこな5とさは細むのま意を仏ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦スマー トエント U -& スタートシステム装着車："エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦スマー トエント U -& スタートシステム非装着車；エンジンスイッチを 
" LOCK " にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん弓Iされる車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 


トラプルび起さたら 


已 

8 

2 





5-1. まず初めに 


A ミち意 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはし:!下のことを必ずお守りください。 

-ワイヤー□-プは使用しない 
-连度30 km/h しツ下、距離80 km しツ内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などにロープをかけない 
♦このまで 他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷をあたえるおそれびあります。 

■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レツカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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己- 1. まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピュータを搭載してい 
まず。このコンピュータはシステムび正常に作動してることを診断ず 
るとともに、衝突のときゃ衝巧に近い状態のときのデータを記録ずる 
イベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


1" 記録ずる データ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
• 車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
• 目力手席乗員のち無 

• 運転ちおよび目力手席乗員のシートベルト装着のち無 
• 運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 
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トラプルび起さたら 






5-1. まず初めに 


I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
をじ[下の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理を行なラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工 
したデータを研究機関など I こ提供ずる場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告巧がついたとまは 


警告灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いてむ下のように 
ご対処ください。点巧•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。 


1" ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ[下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）‘^ 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点打します。解 
除後、消なすれば正常です。 


《バー キング ブレーキ 未解除走行時警告 ブヴー （オプティト□ン メーターはメッセージ 
も同時に表示されまず 一 P. 299) 


1" ただちに停車してください。 

じ[下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を招くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な（アナ□グメーター） 

エンジンオイルの圧力異常 


7 娘 

い 

(点滅） 


高水溫警告な（オプティト□ンメーター） 

ガソ U ンエンジン;令却水温の異常 （^P. 328) 
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トラプルび起さたら 





































5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに点検を受けてください。 

じ(下の警告は、放置ずると、システムび正し<働かず、思わめ危険や故 
障をあくおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッシヨン電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付をシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告な 

. ABS の異常 

-ブレーキアシストの異常 （ VSC 装着車） 


@! 


パワーステアリング警告な（警告ブザー） 

.EPS の異常 


VSC 

OFF 

(点滅） 


VSC 警告巧（アナ□グメーター）* 

• VSC システム、 TRC システムの異常 


国 


スリップ表示な* 

• VSC システム、 TRC システムの異常 


4 WD 


4WD 警告巧（アナ□グメーター）* 

•4 WD システムの異常 




ディスチャージヘッドライト 
オートレべリング警告な* 

-自動光軸調整システムの異常 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















































5-2. 緊急時の对処法 


[ただちに処置してください。 

LU 下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告巧び消なず 
るのを確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処ち法 


を 


半ドア警告な 
(アナ□グ メー ター）* 

いずれかのドアが確実に開 
まっていない 

全ドアを閉める 


F 1 

(点滅） 


燃料巧量警告な 

(オプテイト□ンメーター ) 

燃料の残量： 

-遅い点滅 
(約7.已 L iU 下） 

-速い点滅 
(約已 .3 L LU 下） 

燃料を補給 


参 


燃料残量警告な 
(アナ□グ メー ター） 

燃料の残量 
(約7.巳 L 政下） 

燃料を補給 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）^ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


分 PASSENGER 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）^ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


ぶ 

PASSENGER 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラプルび起さたら 










































5-2. 緊急時の対処法 


警告打 

警告打名 • 警告内容 

対処方法 


マスターウォーニング 
(オプテイト□ンメー う — ) * 

システムの異常時にブヴーと 
とわに点灯-点滅しマルチイ 
ンフォ；>< ーシヨンデイスプレ 
イ上に警告メッセージを表示 
します。 

^ P . 2吕已 

ム 



^運転席-助手席シー S ベル S 巧着用 警告 ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約20 km / h しツ上になると警告ブ 
ヴーび30秒間断続的に鳴0ます。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用の 
ままだと、ブヴーの音び変わ0 90砂間鳴0ます。 


I ただちに処置してください （ スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

それぞれの対処方法にしたびって処置し、警告巧び消なずるのを確認し 
て < ださい。 


警告ブヴー 

警告灯 

警告打名-警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1回 

なし 


スマートエントリー& 
スタートシステム 警告む* 

電子キーを携帯していない 
状態でエンジンをかけよラ 
とした 

電子キーを携帯する 

—Im 

(8 秒間点な） 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 




























5-2. 緊急時の对処法 


乾化 - 
言 ロン 

車内 

巧’一 

車外 

警告打 

警告な名-警告内容 

対処方法 

1回 

3回 


—■4 


スマートエントリー& 
スタートシステム警告な* 

電モキーを携帯していない 
状態かつ、"エンジンス 
タートストップ"スイッチ 

び OFF し U がの状態で運転 
席し U がのドアび開閉された 

電子キーを携帯する 


-14 


スマートエントリー& 
スタートシステム警告な* 

電モキーを携帯していない 
状態かつ、オートマチック 
車はシフトレバーび P の 
状態で、"エンジンスター 
トストップ" スイッチを 
OFF にせずに運転席ドア 
び開閉された 

"エンジンスタートス 

トップ’’スイッチを 
OFF にする 

または 

電子キーを携帯する 


白知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することびあ D ます。 

♦座布団などを敷くと、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あります。 

■パ ワー ステアリング警ちな/警告ブ ザーについて 

電圧びほい、またはほ下した場合に警告灯び点灯し、警告ブヴーびなることび 
あります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラプルび起さたら 





















5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なが点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告メッセージび表示されたとをは（オプテイト□ンメーター) 


マルチインフ ォメーショ ンディスプレイに警告 メッセー ジが表示さ 
れた場合は、落ち着いてむ下のようにご対処ください。 

n マスターウォーニングライト 
マルチインフォメーションディス 
プレイに警告メッセージび表示さ 
れているとき点打-点滅します。 

0マルチインフォメーション 
ディスプレイ 


処置後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 



I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ(下の警告は、ブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただ 
ちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告^ッセージ 

警告内容 


ム 


-ブレーキ 液の不足 
. ブレーキ 系統の異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 






















5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに停車してください。 

LU 下の警告は、お車への損傷や思わめ危険を巧くおそれびあることを意 
味しまず。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ 
さし、。 


警告メッセージ 


警告内容 


エー^ン ー^ 

油圧不足 


ム 


エンジンオイル圧力の異常 

エンジンオイルの圧力び異常にほいと警告ブヴーととち 
に表示されます。 


充電系 
チェ.リク 


巧電系統の異常 

警告ブヴーが鳴0ます。 


ム 
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5-2. 緊急時の对処法 


ただちに,点検を受けて < ださい。 


じ(下の警告は、放置ずると、システムび正し<働かず、思わめ危険や故 
障をあくおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告メッセージ 


ム 


警告内容 



4 WD システム*の異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 


X 巧リンク 
□ IJ ク確罰 


ム 


ステアリング□ツクシステムの異常 

警告ブヴーが鳴0ます。 



ム 


ABS / ブレーキアシスト （ VSC 装着車）の異常 

警告ブヴーが鳴0ます。 


エで、ぶ 
チェリク 


ム 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー付さシートベルト 
システムの異常 

警告ブヴーが鳴0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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トラプルび起きたら 
































5-2. 緊急時の対処法 


警告^ッセージ 


警告内容 


r ふ 

于エリク 


ム 


エンジン電子制御システム、電子制御ス□ットル、 
才ートマチックトランス5ッシヨン電子制御システム 
の異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 


VSC 

チェリク 


TRC*、VSC* の異常 

警告ブヴーが鳴0ます。 


ム 


類リンヴ 

チェ’记 


EPS の異常 

警告ブヴーが鳴0ます。 


ム 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 























5-2. 緊急時の对処法 


ただちに処置してくださし、。 


LU 下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告メッセージ 
び消なずるのを確認してください。 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 



ム 


さドアび確実に閉まってい 
ない 

開いてるドアび表示され 
ます。 


各ドアを閉める 



ム 


バックドアび確実に閉まつ 
ていない 


バックドアを閉める 


K ) 別-4 
ホ辭瞄 


ム 


給油して 

下さい 


ム 


パーキングブレーキをかけ 
たまま、車速び已 km/h 
を超えた 

警告ブヴーが鳴0ます。 


燃料の不足 

警告ブヴーが鳴0ます。 
(約7.日 L 政下） 


パーキングブレーキを解除 
する 


燃料残量を点検し、燃料を 
補給する。 

D に P ボタンを長押しする 
ことで、表示を消すこと 
びでをます。 
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トラプルび起さたら 

































5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してください （ スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

それぞれの巧処方法にしたびって処置し、警告メッセージび消なずるの 
を確認してください。 


警告ブヴー 


車内 車外 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


1回 


なし 


見つかし册ん 


(8 秒間点な） 


ム 


見つかし册ん 


ム 


1回 


3回 


見赢監■ん 


ム 


電子 キーを 携帯し 

ていない状態でエ電子キーを携帯す 

ンジンをかけよラる 

とした 


電子 キーを 携帯し 
ていない状態かつ、 


"エンジンスタート 
ストップ’スイッ 
チび OFF 1；(外の 
状態で運転席しか 
のドアび開閉され 
た 


電子 キーを 携帯す 
る 


電子 キーを 携帯し 
ていない状態かつ、 
オートマチック車 
はシフトレバーび 
P の状態で、"エン 
ジン スター トス 
トップ"スイッチ 
を OFF にせずに 
運転席ドアび開閉 
された 


"エンジンスタート 
ストップ’スイッ 
チを OFF にする 
または 

電子 キーを 携帯す 
る 
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5-2. 緊急時の对処法 


警告ブヴ- 


き内車外 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


連続音 


連続音 


P レンジに 
人れて下さい 


見赢監■ん 


(交互に表示） 
(オートマチック車） 


ム 


電モ キーを 携帯し 
ていない状態かつ、 
シフトレバーび P 
し U 外の状態で、"エ 
ンジン スター トス 
トップ"スイッチ 
を OFF にせずに 
運転席ドアび開閉 
された 


•シフトレバーを 
P にする 
• 電モキーを携帯 
する 


1回 


なし 


キ-バテリ 
残りわすか 

—im 


電モキーの電池残 
量び少ない 


ム 


新しい電池と交換 
する 

(一 P' 269) 


1回 


なし 


祗動時は 


(オートマチック車） 


ブレーキを踏んで 


ム 


"エンジンスタート 
ストップ"スイッ 
チが OFF の状態 
でいずれかのドア 
を開閉してからエ"エンジンスタート 
ンジンをかけずにストップ"スイッ 
"エンジンスタートチを押す 
ストップ"スイツ 
チをアクセヴ U — 

モードに2回した 
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トラプルび起さたら 




























5-2. 緊急時の対処法 


警告ブヴ- 


き内車外 


警告メッセージ 


警告内容 


巧処方法 


1回 


なし 


祗動時は 
蹈んぞ下さい 


(マニュアル車） 


ム 


"エンジンスタート 
ストップ’スイッ 
チび OFF の状態 
でいずれかのドア 
を開閉してからエ 
ンジンをかけずに 
"エンジンスタート 
ストップ’スイッ 
チをアクセヴ U — 
モードに2回した 


クラッチを踏んで 
"エンジンスタート 
ストッブ’スイッ 
チを押す 


1回 


なし 


お了リンク 
Eb 知解除 


ム 


"エンジンスタート 
ストップ’スイッ 
チを押してから約 
3秒け内にステア 
U ング□ックび解 
除でをなかった 


ブレーキを踏んで 
八ンドルを左ちに 
まわしなびら"ェ 
ンジン スター トス 
トップ’’スイッチ 
を押す 
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5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 
( タイヤについての詳しい説明は、 P . 242をご覧ください。） 

■ ジャッキで車体を持ちあげる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• オートマチック車はシフトレバーを P に入れる 
• マニュアル車はシフトレバーを R に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 
■ 工具とジャッキ位置 



1:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

2 :車両型式によってツールバッグの中に入っていることがあ0ます 
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トラプルび起きたら 


























5-2. 緊急時の対処法 


■ツールバッグ 

► 分割式ジャツキ八ンドル設定車（タイプ巨) 
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5-2. 緊急時の对処法 


1" ジャッキの取り出し方 

カパーを取りはずず 

□、曰、 B の順番でツメを取0はず 
す。 


n 締まる 
□ ゆるむ 


1" 応急用タイヤの取り出し方 

ラゲージマツ トを取0出ず 

スペアタイヤのとめ具を左にまわ 
して取りはずし、スペアタイヤを 
取0出ず 
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トラプルび起きたら 












































5-2. 緊急時の対処法 


I パンクしたタイヤの交換 





輪止め’ X をずる 


ノてンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


&輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 


ホイールキャップをはずず ’X 

^スチールホイールのみ 


ナツトを少し（約1回転）ゆるめる 
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5-2. 緊急時の对処法 



ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャツキ溝をジャツキセツト位置 
にしつか0かける 



タイプ巨：ホイールナットレンチ 
をジャッキ八ンドルに組み付け 
る。 


la 司タイヤび地面からかし離れるまで、車体を上げる。 
タイプ A 
































5-2. 緊急時の対処法 


►タイプ巨 




CTN52AE4 的 



ナットすべてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずす 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷がつかないよラ 
意匠面を上にしてください。 
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5-2. 緊急時の对処法 


[タイヤの取り付け 


ホイール接触面の巧れを而を取る 
ホイール接触面がミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ0ます。 


臣画互タイヤを取0付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 

► スチールホイールから応急用タイヤにかえるとき 

ナットのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<当たるまでまわず 


► アルミホイールか5応急用タイヤにかえるとき 

ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<当たるまでまわず 
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トラプルび起きたら 































5-2. 緊急時の对処法 


因画す]車体を下げる。 


► タイプ A 



難 

►タイプ巨 

l^r 

琴 J 

グ 

CTN52AE470 

►タイプ C 


馨 

CTN52AE471 
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5-2. 緊急時の对処法 



図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 巳0 k 有 f • cm ) 


ホイールキャップを取り付ける X ’ 

タイヤのバルブ（空気 □) に切0欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取0付けてください。 

^スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取り付けることはできませ 
ん。） 


回ずベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 


トラプルび起さたら 


3 



















5-2. 緊急時の对処法 



□知識— 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P. 342) 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
び友 D ます。 

しツ下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびできないためほかの車に 
使ったり、ほかの車のジャッキをお客様の車に使わない 

• ジャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャ ッキで支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を柔せたまままを持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦まを 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし:!上に上げない 

♦車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

♦ジャッキを 使巧するとをはしっかりとした傾をのない平坦な床面で行ってく 
ださい。 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよラま意してくだ 
さい。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負5を険を減らすため、し i (下のことを必ずお守りください。 

• 走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦タイヤ 交換を行5とさはしっかりとした傾をのない平坦な床面で行ってくだ 
さい。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N • m (1 0已0 kgf' cm) の力でナットを締 
める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボル トやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検をラける 

♦ナッ トを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける。 

(一 P, 24己） 

上記のことを守らないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、死 t や傷を 
負ラ事故につなびるおそれびあ0ます。 

■応急 巧タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の お車専用になっているため、ほかの車には使用しない 
♦同時に 2つし U 上のスペアタイヤを使用しない 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換する 
♦急 加速、急ブレーキ、急減速、急旋回は避ける 

■応急 田タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km/h (上の速度で走行しないでく 
ださい。 

庇急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
び友 D ます。 
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トラプルび起さたら 





5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■応急 巧タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、下記システムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

•ABS &フ レーキア シスト 
• VSC * 

•TRC * 

♦ナビ ゲーシヨンシステム* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

•4 WD システム* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





5-2. 緊急時の对処法 


A ミち意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び化くなっています。段 
差を柔り越えるとさはご注意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチてーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当たり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で前輪びパンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、 
後輪に使用し、はずした後輪を前輪に付けてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

■タイヤ 交換について 

ホイールナットレンチをパイプなどを使用して必要しツ上に締めつけないでくだ 
さい。 


トラプルび起さたら 


已 





己- 2. 緊急時の対処法 

エンジンびかか6ないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 117 , 122 ) にしたびってち、また 
ステアリング□ックを解除（一 P . 120 , 123 ) してもエンジンがか 
か 5 ないときは、じ(下のことをご確認ください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンびかか5ない 

■I ■日 A 
访口 

LU 下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

♦燃料を吸いこみずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P .] 17 , 122 ) にしたびって、エンジン 
をかけて < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
まず。（一 P . 72 ) 


■ スターターび ゆっくりまわる/室内な- へッ ドライトび暗い 
/ホーンの音がルさい、または鳴5ない場合 

じ(下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 324) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターびまわらない（スマートエントリー&スタートシ 
ステム装着車） 

電装品の断線やヒューズ切れなど電気系統異常の可能性びありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びでさまず。（一 P . 317) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



5-2. 緊急時の对処法 


■ スターターがまわ5ない/室内な- へッ ドライトが点なしな 
い/ホーンび鳴らない場合 

LU 下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

参バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 324) 

• スマートエント U -& スタートシステム装着車：ステアリング 
□ ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置の仕方びわか 5 ないとを、あるいは処置をしてもエンジンびかか 5 ない 
とさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


1" 緊急始動機能 （ スマートエントリ ー S スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、じ(下の手順で 
エンジンび始動ずる場合びありまず。累急時じ(外は、この方法で始動さ 
せないで < ださい。 

► オートマチック車 

Eiam ノ（ーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
國,1 3 I "エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U - モードに 
する 

固画[互ブレーキペダルをしっかり踏んで"エンジン スター トストップ" 
スイッチを約1已秒じ(上巧し続ける 


トラプルび起さたら 









5-2. 緊急時の对処法 


^マニュアル車 

国画[でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画[司シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる 
お Ml 3 1 "エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モードに 
する 

iiim クラッチペダルとブレーキペダルをしっかり踏んで"エンジン 
スタートストップ"スイッチを約1已秒じ(上巧し続ける 
上記の方法でエンジンび始動してち、システムの故障び考え日れまず。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けて < ださい。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレパーびシフトできないときは（才ートマチック車) 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーがシフトでさない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考えられまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、じ TF の方法でシフトレバーをシフトずる 
ことがでさまず。 

leafai 11 ノ（ーキングブレーキをかける 

I お M 2 1 "エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
(スマートエント U -& スタートシステム装着車)、またはエ 
ンジンスイッチを " A 巳巳"（スマートエント U -& スタート 
システム非装着車）にずる 
Ifeiltdl 31 ブレーキペダルを踏む 



シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧している間はレバーを 
シフトでさまず。 















5-2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか6、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることがでさまず。 

( 一 P. 20) 
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5-2. 緊急時の対処法 

電子キ-が正勘こ I かなりとまは(ス7-卜 I ントリ -& スタ-トシステム装試) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 2己)、電子キーの 
電池が切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使巧できなくなりまず。このよラな場合、じ TF の手 
順でドアを開けたり、エンジンを始動ずることびできまず。 


ドアの施錠-解綻 



メカニカルキー（一 P . 20) を使つ 
て操作します。 

n 全 ドア施綻 
旦全 ドア解錠 


モードの切り換え、エンジン始動の方法 


► オートマチック車 

eatiii 11シフトレノ（一び P の状態でブレーキを踏む 



電モキーのトヨタエンブレム面 
で、"エンジン スター トストップ" 
スイッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント1」一&ス 
タートシステムび"エンジンスタート 
ストップ"スイッチにふれた電子キー 
を正しく検知でをず、警告音び鳴0ま 
す。 
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トラプルび起さたら 






















5-2. 緊急時の対処法 


固画回モードの切り替え：ブヴーび鳴ってか5日秒 LU 内に、ブレーキ 
ペダルから足を離して"エンジンスタートストップ"スイッチを 
巧します。スイッチを巧すごとにモードを切り替えることびでを 
ます。（一 P . 11日） 

エンジン始動：ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、ブレーキぺダ 
ルをしっかり踏み込んで、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを押します。 

► マニュアル車 

m でシフトレバーび N の状態でクラッチペダルとブレーキペダルを 
踏む 

電モキーのトヨタエンブレム面 
で、"エンジン スター トストップ" 
スイッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント1」一&ス 
タートシステムび"エンジンスタート 
ストップ"スイッチにふれた電子キー 
を正しく検巧でをず、警告音び鳴0ま 
す。 

固画回モードの切り替え：ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、クラッチ 
ペダルとブレーキペダルから足を離して"エンジン スター トス 
トップ"スイッチを巧します。スイッチを巧すごとにモードを切 
り替えることびでさまず。（一 P . 1 ] 日） 

エンジン始動：ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、クラッチペダル 
とブレーキペダルをしっかり踏み込んで"エンジン スター トス 
トップ"スイッチを巧します。 

処置をしても作動しないときは、トヨタ販売店に連絡してください。 
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口知識 

■エンジン停止の仕方 

► オートマチック車 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして"エンジンスター 
トストップ" スイッチを押します。 

► マニュアル車 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを N にして"エンジンスター 
トストップ" スイッチを押します。 

■電池交換について 

上記のエンジン始動のち法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をおすすめします。（一 P. 2己 9) 





5-2. 緊急時の対処法 

パッテリーびあがつたとをは 


バッテリーびあがった場合、じ TF の手順でエンジンを始動ずることが 
でさまず。 

ブースターケーブルと^2 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、 LU 下 
の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 

巧 画 m バッテ U —の+端子のカバーをはずし、ブースターケーブル 
を次の順につなぐ 
► 2 ZR - FAE エンジン搭載車 



且ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ 
□ 赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ U — 
の+端テにつなぐ 


□ 黒色のブースターケーブルを救援車のパ' ッテ U —の一端テにつな 
ぐ 

且黒色のブースターケーブルのちラー方の端をバッテ U —か日離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 
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5-2. 緊急時の对処法 


► 1 NZ - FE エンジン搭載車 



□ 赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のパ' ッテ U — 
の+端テにつなぐ 

B 黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端テにつな 
ぐ 

□黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —か日離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 

固醒互救援車のエンジンをかけ、回転をかし高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

因 m スマートエント U -& スタートシステム装着車は、"エンジン 
スタートストップ"スイッチび OFF の状態でいずれかのドア 
を開閉する 


トラプルび起さたら 














































5-2. 緊急時の対処法 


Elim 救援車のエンジン回転を維持したまま、次の操作をしてか日 
自車のエンジンをかける 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチをいったんイグニッション ON 
モードにします。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチをいったん " ON " にします。 

固圆1司自車のエンジンび始動した日、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


口知識 — 

■バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオの電源を切って<だ 
さい。 

♦お浦などで長時間止まっているとをは、不必要な量装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびつたとをは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあ0を険です 
ので、火や火花び発生しないよラけ下のことをお守りください。 

♦ブースター ケーフルは正しい端子または接続箇所し U がに誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは"+’’と"一’’の端テを絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U -を取り扱うときはな護メガネを着用し、あ（酸）び皮膚 • 巧服 • 車体 
につかないよラにする 

♦バッ テ1」一に寄りかかったりしない 

♦誤って バッテ1」一液び身体に付いた D 目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦バッ テ U —の支柱、ター=ナル、その他の関連部品の取0扱い後は手を洗5 
♦お 子さまをバッテ U —に近づけない 


A ま意 

■車の 損傷を防ぐために 

車両を押したり、引いたりして始動させないでください。 

触媒コンノくーターび過熱し、火災の原因になるおそれびあります。 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分ミ主意してください。 
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トラプルび起きたら 







5-2. 緊急時の対処法 

才ーパーヒートしたとをは 


才一八’ーヒートしたとさは： 

固画王]車を安全な場所に止め、ェアコンを止める 
固画回ェンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

ェンジンを止める。蒸気び出なくなったら、注意してボン 
ネットを開け、ェンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける 
店面 ai 可 ラジェーター冷ま D 用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温計の目盛り（オプティト□ンメーター）または針（ア 
ナ□グメーター）び下びってさてからェンジンを止める 
フアンび作動していない場合： 

ずぐにェンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡ずる 

ェンジンび十分に冷えてか日、 
;令却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）の冷却水漏れを点 
検ずる 


冷却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる UP . 339) 

を却水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の对処法 


口知識 

■才ーバーヒートとは 

し U 下の状態びオーノ くーヒートです。 

♦水温計の一ま上の目盛りび点滅（オプティトロンメーター）、またはゲージ 
びレッドゾーンに入る（アナ□グメーター) 

♦エンジン 出力び低下する 
♦エンジンルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になつているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあります。 

♦エンジンび かかつているとさは、手や着巧をフアンやベルトからはなしてくだ 
さい。 

♦エンジン 及び ラジエーターび 熱いラちは ラジエーター キャップを開けないで 
ください。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負5おそれ 
びあ D ます。 


A ま意 

■を 却水を入れるときのミち意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあ D ます。 
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トラプルび起さたら 









5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空區したり埋まり込んで動けな 
くなったときは LU 下の方法を試みてください。 

► FF 車（前輪駆動） 

IM でパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを オー トマチック 
車は P 、 マニュアル車は N にして、エンジンを停止ずる 
因画[司タイヤ前後の±や雪を取0除< 

因 画！]タイヤの下に木や石などをあてびラ 
固 1 H 互エンジンを再始動ずる 

因歴司シフトレバーを才ートマチック車は D または R 、 マニュアル 
車は1または R に確実に入れ、ミち意しなび日アクセルを踏む 

► 4 WD 車 （4 輪駆動） 

固画でパーキングブレーキをかけシフトレバーを P にしてエンジン 
を停止ずる 

因] H 1] タイヤ前後の±や雪を取0除< 

因歷 司タイヤの下に木や石などをあてびラ 

固歷互エンジンを再始動し、 4 WD オートモードになっていることを 
確認ずる（一 P .168) 

固画 [司シフトレバーを D または R に確実に入れ、ミち意しなびらアク 
セルを踏む 
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5-2. 緊急時の对処法 


口知識 

■緊急用フックについて 

スタックして走行でをなくなつたとをに、 
緊急的に他車に引っ張り出してもら5ため 
に使用します。 

この車で他車をけん引することはでをませ 
ん。 


A 警告 

■脱出ず るとさは 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、ほかの車、物または人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後方に飛び出すおそれびあります 
ので、とくに注意してください。 

■シフト レバーを操作ずるとさは（才ートマチック車） 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A を意 

■ トランス5ッシヨンやその他の部品への損傷をさけるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦前 頁で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 



トラプルび起さたら 














5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5なくなったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させてください。 

Enm ブレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離ち長くな0ます。 

m 司シフトレバーを N に入れる。 

► シフトレバーび N に入った場合 
固醒互減速後、車を安全な道路協に停める。 

因画囚 エンジンを停止ずる。 


► シフトレパーび N に入日ない場合 

ElOTsI ブレーキぺダ j レを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 



スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを " ACC " にして、エン 
ジンを停止ずる。 



スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを3 
秒じ(上押し続けてエンジンを停 
止ずる。 


固匿司車を安全な道路脇に停める。 
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5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

♦ブレーキの 効をび悪くな D 八ンドルび重くなるため、車のコント□ールびしに 
くくなりを険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてください。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車：キーを抜くと八ンドルび 
ロックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 





5-2. 緊急時の対処法 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

^ンテナンスデータ 
(油脂類の容量と 
銘柄など） . 336 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 34已 


33已 





已 -1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 油脂類の容量と銘柄など） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル•液類似下、 r 指定銘 
柄」といいまず）のご使用をおずずめしまず。 

指定銘柄む外を使用される場合は、指定銘柄に相当ずる品質のものを 
ご使用ください。 


[燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン（オートマチック車） 

無鉛プレ=アムガソ1」ン（マニュアルま） 

已〇 
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6-1 .仕様一! 


I エンジンオイル 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] (参考値） 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 0 W -2 日※ 

一 API SM , EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
—API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SM lOW - 

30 

—API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 5 W -20 
——API S し EC SAE 己 W -2 日 

トヨタ純正モーターオイル SL 1日 W -30 
一 API S し EC SAE lOW -30 

1 NZ-FE 

3.4 

3.7 

2 ZR - 

FAE 

3.9 

4.2 


^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一覧 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIF に ATION (イルサッ 
クサーテイフィケーシヨン）マークび付いていまず。 



n API マーク 

□ ILSAC CERTIFICATION マー 
ク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、が気温に適した粘度のちのをご使用ください。 



か気温(で） 


ITIOIL02 


^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていま 
す。 W の前の数値びルさいほどを場や寒冷時のエンジン始動び容易 
になりまず。 

• 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さをおしていまず。 

粘度の高いオイルは、高速または重負荷走行に適していまず。 
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6-1 .仕様一! 


I フジ！一夕一 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度300/〇 -12 て： 

濃度已0% -3 己て： 

1 NZ-FE 

己.已 

2 ZR-FAE 
( オー トマチッ 
ク車） 

己.8 

2 ZR-FAE 

(マこユアル車） 

己.目 


[才ートマチックトランス S ッシヨン 


指定銘柄 

エンジン 

駆動方式 

容量 [ L ] 
(参考値^つ 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

1 NZ-FE 

FF (前輪駆動） 

8.09 

4 WD (4 輪駆動） 

7.98 

2 ZR - 

FAE 

FF (前輪駆動） 

8.1 1 

4 WD (4 輪駆動） 

7.98 


^交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


[マニュアル トランスミッション 


指定銘柄 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正 MT ギヤオイル LV 7己 W 
(API GL -4 SAE 7己 W ) 

2.4 


I リヤデイファレンシャル （4 WD 車のみ) 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 已 SAE 8己 VV -90) 

日.己 
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6-1 .仕様一覧 


[トランスファー (4 WD 車のみ) 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 已 SAE 8己 VV - 白 0) 

日.4己 


I ブレーキ 

■ ブレーキフルード 


指定銘柄 

トヨタ純正 ブレーキフルード 2日日日 H 

■ ブレーキペタル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 


► 1 NZ - FE エンジン塔載車 


VSC 非装着車 

日4し化 

VSC 装着ま 

日9心 

► 2 ZR - FAE エンジン塔載車 


VSC 非装着車 

已〇じ(上 

VSC 装着車 

已已じ(上 


タエンジン回転時に294 N (30 kgf ) の踏力をかけたときの床板とのすを間の最小値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値 
個数） 

駆動方式 

引をしろ 

操作力200 N に0 kgf ) のときのノツチ※数 

4〜7 

FF 

(前輪駆動） 

己〜8 

4 WD 
(4 輪駆動） 


^ ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 
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fv リブベルト 


I クラッチ 

■クラッチフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■クラッチペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

己〜1己 

切れたとさの床板とのすを間* 

2已じ(上 


^クラッチび切れた位置か5クラッチペダルを巧いっぱいまで踏み込んだ位置までの動 
さ量 


項目 


たねみ量 



巧力日8 N (10 kgf ) (を間時） 


エンジン 

基準値 [ mm ] 

1 NZ-FE 

12.己〜13.己 

2 ZR-FAE 

7.目〜1日 


6-1 .仕様一 


車両仕様 
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6-1 .仕様一覧 


I ウオツシャー 


容量 [ L ] (参考値) 
2.5 


[タイヤ 


►標準タイヤ 


タイヤサイズ 

エンジン 

タイヤがをえているとさの 
空気圧 

kPa ( kg / cm う 

18己/6己 R 1 己 88 S 

1 NZ-FE 肝） 

240に 4) 

1目己/目己 R 1 己目 1 S 

1 NZ-FE 肝） 

240に. 4) 

2 ZR-FAE 肝） 

230 (2.3) 

1目己/巨己 R 1 己目 1 S 

1 NZ-FE (4 WD ) 

220 (2.2) 

2 ZR-FAE (4 WD ) 

20己/己己 R 1 6吕 IV 

1 NZ - FE ， 

2 ZR-FAE 

215/45 R 17 87 W 

2 ZR-FAE 


► スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

エンジン 

タイヤが冷えているとさの 
空気圧 

kPa ( kg / cm う 

T 12 己/ 70 D 17 吕 8 M 

1 NZ - FE ， 

2 ZR-FAE 

420 (4.2) 


342 


























6-1 .仕様一 


[電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 



八イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

60 


□ービーム（ディスチャージヘッドライト） 

35 


□-ビーム（バルブタイプ： H 11) 

已已 


車幅な 

己 


フ□ントフォグライト* (バルブタイプ： H 11) 

已已 

車外 

フ□ントち向指示兼非常点滅な 

21 

サイドち向指示兼非常点滅灯 

LED * 


U ヤち向指示兼非常点滅な 

21 


制動灯 

16 


尾な 

己 


後退灯 

16 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号な 

己 


インテ U アライト 

8 

車内 

パーソナルライト* 

己 

ラゲージルームライト 

己 


バニティライト 

8 


《に D は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


車両仕様 
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[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

NZE 151 H 

1 NZ-FE 

(1.已1_ガソ1」ン） 

FF (前輪駆動） 

NZE 1 己 4 H 

4 WD (4 輪駆動） 

ZRE 1 己 2 H 

2 ZR-FAE 

(1.8 L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

ZRE 1 己 4 H 

4 WD (4 輪駆動） 
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6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびできま 
ず。 

機能によっては、イ也の機能と連動して設定が変わるわのわあ0ます。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 
(^ P . 22) 

スマートエント U — &ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

作動の合図（非常点滅灯） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 
(^ P . 32) 

ワイヤレス機能 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 
間 

30秒 

6日秒 

12日秒 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー）（ス 
マートエント U — Si スター 
トシステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

半ドア警告ブヴー（スマー 
トエント U —&スタートシ 
ステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

ライト自動点 
口 -消ロシステ 

ム 

(一 P . 1已 7) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル]〜已 

ライトを点灯するまでの 
時間 

標準 

長め 
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6-2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イル5ネーシヨ 

ン 

(^ P . 218) 

消なまでの時間 

1已砂 

7. 已秒 

30秒 

解錠時の作動 

あ0 

なし 

エンジンスイッチ日 FF 後 
の作動 

あ0 

なし 
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さ < いん 


略語一覧 . 348 

五十音順さくいん . 349 

症状別さくいん . 360 






將理一曽 

アルファべット巧語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

4 WD 

4ホイールドライブ 

A 臣 S 

アンチロックブレーキシステム 

AI-SHIFT 

アーティフィカルインテ U ジェンスシフト 

DISP 

ディスプレイ 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

FF 

フ□ントエンジンフ□ントドライブ 

INT 

インター S ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順を<いん 


呵 ア-ムレスト. 


アンチ□ックブレーキ 

システム . 

アンテナ . 


230 曰 

ウインカー 

229 

W 数………. 


スイッチ… 

169 

電球の交換 

200 

ウインドウ 


の 


イグニツシヨン 

スイッチ . 117,122 

イベント データレコーダー . 287 

イル S ネーテツドエントリー 

システム . 218 

インテ U アライト 

W 数…....…… ............. …… .........343 

スイッチ..………….……..…………220 
インナーミラー . 已6 


343 

. 133 

. 2已2 

ウオッシヤー . 162,166 

パワーウインドウ . 已9 

U ヤゥィンドゥ 

デフオッガー .] 曰4 

ウインドウ□ックスイッチ . 已9 

ウオーニングライト . 289 

ウオッシヤー 

液の捕給.....……… ...... ……………273 

スイッチ ..... .……...………162,166 

タンク容量.…… . ……………342 

冬の前の準備-点検 . ....174 

運輯 

寒冷時の運転.………..........…....174 

正しい姿勢 . 73 

手順 . 104 

運転席シートベルト 
非着巧警告打 . 291 
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五十音順さ < いん 


巧 ェァコン 

オートエアコン…. ................... 180 

フィルターの交換 . 274 

マニュアルエアコン . 189 

エァバッグ 

SRS エアノくッヴ’ . 7已 

一般的な警告 . 81 

おモさまのためのミち意 . 81 

カーテンシールドエアバッグに 
関する警告….. ..........................81 

カーテンシールドエアバッグの 

作動条件 . 77 

改造-分解 . 84 

警告口……... . 290 

サイドエアバッグに 

関する警告 . 81 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 77 

作動条件 . 76 

正しし)姿勢 . 73 

配置 . 75 

フ□ントエアバッグの 

作動条件 . 77 

エコドライブインジケーター ..... 107 
エレクトリックパワー 
ステア リング . 169 


エンジン 

イグ ニッシヨン 

スィッチ………..……… .1] 7,122 
エンジン回転計..………… ...... ....136 

エンジンびかからない………… 3] 目 

エンジン警告な . 290 

エンジンスイッチ . 117,122 

オーバーヒート . 328 

かけち . 117,122 

ボンネット . 247 

エンジンイモビライヴー 

システム . 72 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検….. ....... ....174 

mm ...................... …… ...............337 


3已〇 


































五十音順さ < いん 


S 才-ディォ 

CD プレーヤー .. 201 

MP3/WMA ディスク . 207 

アンテナ . 20曰 

オーディオ . 197 

調整 . 214 

ラジオ . 199 

オーディオスイッチ . 21巨 

オートエアコン . 180 

オート7チックトランスミッション 
7速スポーツシーケンシャル 
シフトマチックモード……...128 
オートマチックトランス 
S ッション.....……………........12已 

シフトレバーび 

シフトでさない . 319 

オートレべリングシステム . 1已9 

才ーパーヒート（エンジン） ....... 328 

才ーバーヘッド 

コンソールボックス . 22巨 

才ープナー 

給油 □. 68 

バックドア . 39 

ボンネット . 247 

応急用タイヤ 

空気圧……… . 342 

スペアタイヤ..…… ................... 303 


お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ.……已9 
エアバッグに関する警告..… ......81 

お子さまのシートベルト 
着用..……………..........…………….已2 

キーの電池に関する警告 ........ 271 

シートベルトに関する警告 ....... 已3 

チャイルドシート . 94 

チャイルドシートの固定 . 曰4 

チャイルドプ□テクター . 37 

発煙筒に関する警告 .28] 

バックドアに関する警告 . 41 

バッテリーに関する警告..……327 
パワーウインドウに 
関する警告….. ...........................62 

ムーンルーフに関する警告 .......67 

オドメーター . 136 

巧 力-テンシ-ルドエアバッグ . 75 

外気温表示 . 144,152 

カスタマイズ機能 . 34己 

カップホルダー . 224 


曰キ 


エンジンスイッチ . 117,122 

キー ... .......20 

キーナンバー . .…………….…20 

キーレスエント U — .………………32 

キーを無くした..… .. 320 

電子キー…………………… ....... .......20 

電子キーび正窜に働かない....321 

電池交換…………………………..…269 

メカニカルキー . 20 

ワイヤレスドア□ック . 32 

給油 □. 68 


3已1 






















































五十音順さ < いん 


緊急時の対処 

エンジンびかからない.…….… . 3 ] 6 

才ーノくーヒートした . 328 

キーを無< した . 320 

警告口びついた . 28目 

警告;><ッセージび 

表示された . 29已 

けん引 . 282 

故障したとさは . 278 

シフトレバーび 

シフトでさない..……………… 3] 曰 
車両を緊急停止ずる ............... 332 

スタックした.……. ................... 33日 

電モキーび正常に働かない.…321 

発炎筒 . 280 

バッテ U —があびった . 324 

ノ くンクした . 303 

B 空気圧（タイヤ） . 342 

空調（エアコン） 

オートエアコン . 180 

フイルターの交換 . 274 

マニュアルエアコン . 189 

区間距離計 . 136 

曇り取り 

フ□ントガラス........... . 18己，18曰 

S ラーヒーター ....................... ]9已 

U ヤウインドウ 

デフォッガー.. ...................... 194 

グ□ーブボックス . 222 


巧計器 

メーター ... 136 

メーター照度調整ボタン.…...139 
警告打 

SRS ェァバッグ ........290 

4WD. 290 

アンチ□ツクブレーキ 

システム . 2曰0 

エンジン . 290 

エンジンオイル圧力 . 289 

高水温警告な . 289 

シートベルト非着用 . 2日] 

充電… .. ...….289 

スマートエント U — Si 

スタートシステム . 292 

ス U ップ表示な .. 2日0 

ディスチャージへツドライト 
才ートレべリング . 290 

トラクシヨンコント □—J レ... .2 曰0 

燃料残量 . 2曰] 

パワーステアリング . 290 

半ド'ア . 291 

ビークルスタビ U ティ 

コント□—ル . 2曰0 

プ U テンシヨナー . 2曰0 

プレーキ..…… . 289 

ブレーキアシスト .................... 2日0 

マスターウオーニング…………3目] 


3已2 

















































五十音順さ < いん 


警告表示 

SRS ェァバッグ..… .......297 

4 WD . 297 

アンチ□ツクブレーキ 

システム . 297 

エンジン . 297 

エンジンオイル圧力 . 29色 

充電 . 29巨 

ステア U ング□ツク . 297 

スマートエント U —ら 
スタートシステム..……………30日 
K ァ .. ..… .29 曰 

トラクシヨンコント□-ル.…297 
燃料残量….. ..............................29 曰 

パーキングブレーキ……………29曰 

パ'ツクドア . 299 

ビークルスタビリティ 

コント□-ル . 297 

プ U テンシヨナー . 297 

ブレーキ . 29已 

ブレーキアシスト . 297 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 291 

半ピァ .29] 

パワーステアリング . 290 

ブレーキ…….. .. 28曰 

化粧用ミラー . 228 


马交換 

キーの電池..……………… . 269 

タイヤ.…..…303 
..… ....... .…2 已2 

ヒューズ………………..…. ....... .…262 

工具 . 303 

後退打 

W 数 . 343 

電球の交換 . 2已2 

子供専用シート . 85 

か物入れ . 22巨，232 

コンソールトレイ . 221 

コンソールボックス . 223 

つンライト 

(自動点な•消灯装置） . 157 

H サィにァバッグ . 75 

サイドターンシグナルライト 

W 数 . 343 

電球の交換 . 2已2 

レバー . 133 

云角表示板固定用バンド . 232 

サンシェード 

ルーフ . 63 

サンバイザー . 吕吕7 


けん弓1 . 282 



3已3 















































五十音順さ < いん 


田 

シート 


シフト□ックシステム ..... 

. 319 

正しい姿勢………..……………… 

… .73 

ジャッキ 



チャイルドシートの固定 ...... 

… .94 

ガレージジャッキ……. 

........ .…2已〇 


手入れ . 

.23 吕 

車載ジャッキ .............. 

.. 303 


フ□ントシートの調整 . 

… .44 

ジャッキ八ンドル . 

. 303 


フ□ントシートの調整に 


車幅阿 



関する警告 . 

… -44 

W 数 . 

. 343 


へッドレスト . 

… .48 

電球の交換 . 

. 2已2 


IJ ヤシートの調整 . 

… .4 已 

ライトスイッチ . 

.] 已7 


U ヤシートの調整に関ずる 


車両型式 . 

. 344 


藝胃….....……….….... ............. 

… .47 

車両仕様 . 

. 336 


シートベルト 


収納装備 . 

.221，232 


おモさまの着用............ ......... 

….已2 

助手席アッノ くーボックス. 

. 22已 


緊急時シートベルト 


助手席シートベルト 



固定機構........ .. 

….已2 

非着用警告打 . 

. 291 


シートベルト警告口 . 

シートベルト 

.291 




プ U テンシヨナー . 

….巳] 




清掃-手入れ . 

.23 吕 




正しい着用 . 

....50 




チャイルドシートの固定 ...... 

… .94 




mm . 

….已〇 




妊娠中のかたの着用 . 

....52 




室内灯 





W 数 . 

.343 




スイッチ……......………………… 

.219 




シフトレバー 





オートマチックトランス 

=ッシヨン.... ...................... 

シフトレバーび 

. 12已 




シフトでさない……………... 

マニュアルトランス 

.319 




=ッシヨン . 

. 131 




3已4 







































五十音順さ < いん 


136 


【•イ 水温計 . 

スイッチ 

4 WD オー ト モード 

スイッチ . 168 

イグニッシヨン 

スイッチ . 1 17. 122 

ウインドウ□ックスイッチ.……巳目 
エンジンスイッチ ........ 117,122 

ドア□ックスイッチ . 3已 

八ヴードライトスイッチ..….. .27 日 
パワーウインドウスイツチ.......已曰 

非常点滅なスイッチ ............... 27曰 

フォグライトスイッチ. ........... 161 

ライトスイッチ…… ..] 已7 

ワイ パー&ウオッシャー 


旦清掃 

が装..……… ...... 

シートベルト. 

内装... . 

制動打 

W 数 . 

電球の交換 ..... 
積算距離計 . 


236 

…240 
239 

. 343 

. 2已2 

. 136 

洗車 . 236 

前照打 

W 数 . 343 

スイッチ .] 已7 

ディスチャージへッドライトに 

関ずる警告.. .. 3巨] 

電球の交換………………………… .2 已2 


スイッチ . 

. 162,166 


スタック 

曰 

連度計 . 

スタックした . 

. 330 


ステアリングホイール 

巧 

タイヤ 

才ーディオスイッチ.. 

. 216 

空気圧 . 

調整 . 

. 巳已 

交撰 . 

スピードメーター . 

. 136 

スペアタイヤ . 

スペアタイヤ 


チ：!:ーン . 

空気圧 . 

. 342 

点検 . 

収納場所 . 

. 303 

パンクした . 

スペック . 

. 336 

冬用タイヤ………………...…… .... 

スマートエントリー& 


□ー テ ー シヨン ................. ....... 

スタートシステム 


タコメーター . 

エンジンの始動 . 

............ 117 


ドアの施錠-解錠.….. 

.. 22 



.303 

.303 

.174 

.242 

.303 

.174 

.242 

.136 



3已已 
















































五十音順さ < いん 


E チェ-ン（夕仆チェ-ン) '……174 
チャイルドシート 

IS 日円 X バーでの固定 . 96 

シートベルトでの固定 . 曰已 

チャイルドプ□テクター . 37 

駐車ブレーキ . 134 

ちツ-ル . 303 

巧 テールランプ 

W 数..… ............................ …343 

スイッチ..………….......... ...........] 已7 

電球の交換 ........................... ….2已2 

ディスプレイ 

警告;><ッセージ .. 29已 

トリップ 

インフオメーシヨン ... 144,152 
手入れ 

外装 . 236 

シートベルト . 240 

内装 . 239 

電球 

W 数..….……………………………..343 
交換.…….……………………….……2已2 

電子キー 

電モキーび正常に働かない.…321 
電池交換…………………………….. 2目曰 

電話スイッチ ’x 


旦ドァ 


ドアガラス..……. 

.. ....己9 

ドア= ラー . 

. 已7 

ドア□ック . 

. 22, 32, 3巳 

ドアガラス . 

. 已曰 

ドアポケット . 

. 221 

ドアミラー 


調整 . 

. 已7 


盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 


システム...……....……… . ....72 

時計………144, ] 已2 
I ''ークスイッチ^ 



トラクシヨンコント□ール . 169 

トリップメーター . 136 

ナビゲーシヨンシステム& 


荷物 

積むとさのを意 . 172 


巧燃料 

給油.……...………………………………巨8 
種類…...……69, 336 
燃料計…………………………………] 36 
mm ...................................89, 336 


3已6 







































五十音順さ < いん 


向 パ-キングブレ-キ . 134 ra ビ-クルスタビリティ 


パーソナルライト 

W 数 . 343 

スイッチ . 219 

八ザードライト 

W 数 . 343 

スイッチ . 279 

電球の交換 . 2巳2 

発炎筒 . 280 

バックアップライト 

W 数……... . .........343 

電球の交換 ... ..2已2 

バックガイド モニター & 

バックドアオープナー . 39 

バッテリー 

バッテ U —があびった . 324 

冬の前の準備点検 . 174 

バニテイミラー . 228 

バニテイライト 

W 数 . 343 

バニテイライト . 228 

バルブ 

W 数..… .343 
交換.. .................................... ....2 已2 

パワーウインドウ . 已9 

パンク 

ノくンクした..……........……………303 

番号灯 

W 数 . 343 

電球の交換 . 2巳2 

八ンドル 

調整 . 55 


コント□ール . 169 

ヒーター 

オートエアコン . .…180 

マニュアルエアコン..…. ...... ....189 

S ラーヒーター .] 曰巳 

非常点減な 

W 数 . 343 

スィッチ . 279 

電球の交撰 . 2已2 

曰付 . 144 

尾巧 

W 数……..……….………..………….343 
スイッチ.…………………… ...... ....1已7 

電球の交換………………… . 2已2 

ヒューズ . 262 

表示口 . 140 



^ :別冊 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 


3已7 








































五十音順さ < いん 


巧 フォグライト 

W ^..................................... ....343 

スイッチ . 161 

電球の交換 . 2巳2 

フック 

けん引フック . 282 

冬巧タイヤ . 174 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 134 

ブレーキアシスト . 169 

フ□ァマット . 231 

フ□ントシート 

調整.......… ..... 44 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数…...………………..…… .........343 

電球の交換 . 2巳2 

レバー . 133 

フ□ントフォグライト 

W 数 . 343 

スイッチ . 161 

電球の交換 . 2巳2 

フ□ントワイパーデアイサー ..... 196 


ヘッドライト 

W 数……………..…343 

スイッチ..…… . ....1已7 

デイスチャージへッドライトに 

関ずる警告.…… .. 3巨] 

電球の交換 . 2已2 

へッドレスト 

調整 . 48 

Hi ホーン . 13己 

ホイール . 242 

ち向指示灯 

W 数. ................ …… .343 

スイッチ..….………….... . ....133 

電球の交撰………………… . 2已2 

ボンネット . 247 

曰 マニュアルトランス 

ミジシ3ン . 131 

マルチインフォメーシヨン 

ディスプレイ . 144,152 

0ミラ- 

インナー S ラー . 已6 

ドア S ラー . 已7 

バニテイ S ラー . .…228 

ミラーヒーター ... ....1 日已 


3已8 









































五十音順さ < いん 




ムーンルーフ . 63 

メーター 

メーター . 136 

メーター照度調整ボタン ........ 139 

メンテナンス 

メンテナンスデータ . 33色 


4 WD オートモードスイツチ ..... 168 


ライセンスプレートライト 

\ Nm ................................. ..…...343 


電球の交換 . 2已2 


ライト 


W 数……… ................................343 

室内口 . 218 

電球の交換 . 2巳2 

パーソナルライト . 219 

ノ、ヴード'ライト . 279 

バニティライト . 228 

非常点滅な . 279 

フオグライト ................ …… ..... 161 


へッドライト… ........................] 已7 

ち向指示灯.……….......... ........... 133 

ラゲージアンダートレイ . 232 


P リヤウインドウデフォッガ- ...... 194 


リヤシート 

調整 . 4巳 

前倒し.......... ................................4 已 

リヤセンターアームレスト . 230 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 343 

電球の交撰 . 2已2 

レバー . 133 

ra ;ち却* 

冬の前の準備-点検 . 174 

mm... . ......339 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート..……328 


0ヮィパ- 

スイッチ...... ...... ............162,166 

ワイパーデアイサー . 196 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 269 

リモコン . 32 


3已9 
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症状別さくいん 

症が別さ<いん 


タイヤびパンクした 



バンクしたとさは 


エンジンびかからない 


P .316 

エンジンがかからないとさは 

P . 72 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .324 

バッテリーびあがったときは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーがシフトでさないとを 
は 


水温計卜番上の目盛りが点滅した(才方イト□パ-夕-), 
細炉刘铜がうに入]り刑が-夕-） 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを な< した 



キーを無くしたときは 


バッテ U —びあびった 



バッテ U —びあびったときは 


ドアび施錠でさない 


P . 22 

スマートエント U —&スタートシステム 

P .32 

ワイヤレスリモコン 

P .3 巳 

ドア 


めかるみや砂地などで 
動けな<なった 



スタックしたとさは 


360 










































症状別さくいん 



►アナ□グーター 



361 
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症状別さくいん 


■警告灯一覧 

〇 


口 


0 


が 


(©) 


@! 


VSC 

OFF 


国 


ブレーキ 警告な 

P . 289 


4WD 


4 WD 警告口 


P . 290 


充電警告な 


P . 2呂9 


P 


デイスチヤ-ジへッ朽仆才- 
トレベリング警告巧 P. 290 


油圧警告な 


P . 2呂9 


ぶ 


半ドア警告灯 


P . 291 


si/ 

高水温警告な 

F ■ 


燃料残量警告灯 

的が 

よ - 

(点滅） 

-曲 1 


(点滅） 

1 C 

P . 289 

公山- 


P . 291 


エンジン警告な 

P . 290 


燃料残量警告な 

P . 291 


SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打 P . 290 


ぶ 


運転席シートべルト非着 
用警告な P . 吕91 


ABS & フレー キアシ 
スト警告灯 P . 290 


か 


助手席シートベルト非着 
用警告灯 P . 吕91 


パワーステアリング 
警告灯 P . 290 


ぶ 


助手席シートベルト非着 
用警告な P . 吕91 


VSC 警告灯 
(点滅） P . 290 


ム 


マスターウォーニン 
グ P . 291 


ス U ップ表示な 

P . 290 


- 14 ) 


ス7—トエント IJ — &スタート 
システム警就 P . 292 


警告メッセージび表示された 



警告メッセージび表おされたとさは 


362 































































































症状別さくいん 


警告音び鳴った 


■警告巧の点打、点滅、またはマルチインフォメーションディス 
プレイの警告メッセージを確認ください。 

♦警告巧び点な、点滅している（一 P . 289) 

♦警告メッセージび表示されている（一 P . 2日已） 


■警告巧の点灯、点滅や、マルチインフォメーションディスプレ 
イに警告メッセージの表おびないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 



P . 2白 


ドアを開けたとを 

P . 目己 

P . 123 

P . 1己目 


車外に出たとを 

P . 2白 

停車/駐車中 

スマートエント IJ -& スタート 
システムで□ックスイッチを押 
しにとを 

P . 2目 


ワイヤレス機能で□ックスイッ 

P . 29 


チを押したとを 

P . 3吕 


"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを押したとを 

P . 2目 


シフトレバーを R にしたとさ 

P . 129 


シフトダウンしたとを 

P . 129 

走行中 

ブレーキを踏んだとを 

P . 114 


□ ポジシヨンでのパドルシフト 
操作時または M ポジシヨンで走 
行しているとを 

P . 129 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 




P . 247 


総由 □ 


P . 68 



P . 247 P . 68 P . 342 


燃料の容量 
(参考値） 

已〇し 

燃料の種類 

P . 69, 33巨 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

P . 342 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時 

1 NZ - FE エンジン車： 3.4 L 

2 ZR - FAE エンジン車： 3.9 L 
オイルとフィルター交換時 

1 NZ - FE エンジン車： 3.7 L 

2 ZR - FAE エンジン車： 4.2 L 

エンジンオイルの種 
類 

トヨタ純正モーターオイル 

- SM 0 W -2 日 (API SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 0 W -20) 

- SM 日 W -3 日 (API SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 5 W -30) 

- SM ] 日 W - 吕日 （API SM 、 EC/ILSAC GF -4、 

SAE 1 日 W -3 日） 

• SL 日 W -3 日 （API SL、EC SAE 己 W -3 日） 

• SL ] OW -30 (API SL、EC SAE 1 日 W -3 日） 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 
全国 巧 适 • フ U — コール 

130800 - 700-7700 

オーフン時間 3 目日日目:弧〜 18: 日日 

所在地〒4加-日002 をち屋市中巧区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http :// WWW . toyota . co . jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会社: 

http://toyota.Jp 
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